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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の無線装置と、
　前記複数の無線装置の上位層に配置された複数の第１の通信装置と、
　前記複数の第１の通信装置の上位層に配置された複数の第２の通信装置と、
　前記複数の第２の通信装置の上位層に配置された第３の通信装置とを備え、
　前記複数の第１の通信装置の各々は、前記複数の無線装置の各々と複数の無線通信方式
のうちの少なくとも１つの無線通信方式を用いて２以上の回線により無線通信を行なうと
ともに、前記複数の第２の通信装置のうち、自己が接続された１個の第２の通信装置と通
信を行ない、
　前記複数の第２の通信装置の各々は、前記複数の第１の通信装置のうち、自己が接続さ
れた少なくとも１個の第１の通信装置と通信を行なうとともに、前記第３の通信装置と通
信を行ない、
　前記第３の通信装置は、前記複数の第２の通信装置のうち、自己が接続された少なくと
も１個の第２の通信装置を行なうとともに、他のネットワークと通信を行ない、
　前記複数の無線装置の各々は、周囲の電波環境に応じて前記複数の無線通信方式のうち
の少なくとも１つの無線通信方式を選択し、その選択した少なくとも１つの無線通信方式
を用いて２以上の回線によりアプリケーションの要求事項を満たすように前記複数の第１
の通信装置のうちの少なくとも１つの第１の通信装置と無線通信を行なう、通信ネットワ
ークシステム。
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【請求項２】
　前記複数の第１の通信装置の各々は、前記複数の無線装置のうちのｉ（ｉは正の整数）
個の無線装置からパケットを受信すると、前記ｉ個の無線装置のｉ個のローカルアドレス
を自己と前記第２の通信装置との間で使用される１個の第１のグローバルアドレスに対応
付けて前記パケットを前記第２の通信装置へ送信し、
　前記複数の第２の通信装置の各々は、前記複数の第１の通信装置のうちのｊ（ｊは正の
整数）個の第１の通信装置からパケットを受けると、前記ｊ個の第１の通信装置のｊ個の
第１のグローバルアドレスを自己と前記第３の通信装置との間で使用される１個の第２の
グローバルアドレスに対応付けて前記パケットを前記第３の通信装置へ送信し、
　前記第３の通信装置は、前記複数の第２の通信装置のうちのｋ（ｋは正の整数）個の第
２の通信装置からパケットを受けると、前記ｋ個の第２の通信装置のｋ個の第２のグロー
バルアドレスを自己と前記他のネットワークとの間で使用される１個の第３のグローバル
アドレスに対応付けて前記パケットを前記他のネットワークへ送信する、請求項１に記載
の通信ネットワークシステム。
【請求項３】
　前記複数の無線装置の各々は、
　各々が異なる無線通信方式で無線通信を行なう複数の第１の無線通信部と、
　当該無線装置の周囲の電波環境に関する情報である電波環境情報を保持する第１の情報
保持部と、
　前記第１の情報保持部に保持された電波環境情報に応じた無線通信を行なうための少な
くとも１つの第１の無線通信部を前記複数の第１の無線通信部から選択する第１の選択部
と、
　パケットを生成するアプリケーション部と、
　前記アプリケーション部から受けた複数のパケットを前記選択された少なくとも１つの
第１の無線通信部に分配するとともに、前記少なくとも１つの第１の無線通信部から受け
た複数のパケットを所定の順序に配列して前記アプリケーション部へ出力する第１の切換
部とを含み、
　前記複数の第１の通信装置の各々は、
　前記複数の第１の無線通信部に対応して設けられ、各々が対応する第１の無線通信部と
無線通信を行なう複数の第２の無線通信部と、
　前記電波環境情報を保持する第２の情報保持部と、
　前記第２の情報保持部に保持された電波環境情報に応じた無線通信を行なうための少な
くとも１つの第２の無線通信部を前記複数の第２の無線通信部から選択する第２の選択部
と、
　前記複数の第２の無線通信部から受けた複数のパケットを所定の順序に配列して自己が
接続された第２の通信装置へ送信するとともに、自己が接続された第２の通信装置から受
けた複数のパケットを前記選択された少なくとも１つの第２の無線通信部へ分配する第２
の切換部とを含み、
　前記複数の第２の通信装置の各々は、
　前記電波環境情報を保持する第３の情報保持部と、
　前記第３の情報保持部に保持された電波環境情報に応じた無線通信を行なうことが可能
な第２の無線通信部を前記複数の第２の無線通信部から選択する第３の選択部と、
　当該第２の通信装置が接続された第１の通信装置から受けた複数のパケットを所定の順
序に配列して前記第３の通信装置へ送信するとともに、前記第３の通信装置から受けた複
数のパケットを前記第３の選択部によって選択された第２の無線通信部を有する第１の通
信装置に分配する第３の切換部とを含み、
　前記第３の通信装置は、
　前記電波環境情報を保持する第４の情報保持部と、
　前記第４の情報保持部に保持された電波環境情報に応じた無線通信を行なうことが可能
な第２の無線通信部を前記複数の第２の無線通信部から選択する第４の選択部と、
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　当該第３の通信装置が接続された第２の通信装置から受けた複数のパケットを所定の順
序に配列して前記他のネットワークへ送信するとともに、前記他のネットワークから受け
た複数のパケットを前記第４の選択部によって選択された第２の無線通信部を有する第１
の通信装置と接続された第２の通信装置に分配する第４の切換部とを含む、請求項１に記
載の通信ネットワークシステム。
【請求項４】
　前記第１から第４の選択部は、相互に連携して前記第１の無線通信部、および前記第２
の無線通信部を選択する、請求項３に記載の通信ネットワークシステム。
【請求項５】
　前記複数の第１の無線通信部は、当該無線装置の周囲の電波環境を測定し、
　前記第１の情報保持部は、前記複数の第１の無線通信部によって測定された電波環境を
示す電波環境情報を保持し、
　前記複数の第２の無線通信部は、当該第１の通信装置の周囲の電波環境を測定し、
　前記第２の情報保持部は、前記複数の第２の無線通信部によって測定された電波環境を
示す電波環境情報を保持し、
　前記第３および第４の情報保持部の各々は、前記複数の第１の無線通信部および／また
は前記複数の第２の無線通信部によって測定された電波環境を示す電波環境情報を保持す
る、請求項３または請求項４に記載の通信ネットワークシステム。
【請求項６】
　前記第１および第２の情報保持部の各々は、前記複数の第１の無線通信部によって測定
された電波環境を示す電波環境情報と、前記複数の第２の無線通信部によって測定された
電波環境を示す電波環境情報とを保持する、請求項５に記載の通信ネットワークシステム
。
【請求項７】
　前記第２の情報保持部は、当該第１の通信装置と無線通信を行なう無線装置のローカル
アドレスと、前記無線通信における無線通信特性とを更に保持し、
　前記第３の情報保持部は、当該第２の通信装置に接続された第１の通信装置の第１のグ
ローバルアドレスと、当該第２の通信装置に接続された第１の通信装置と無線通信を行な
う無線装置のローカルアドレスと、前記無線通信における無線通信特性とを更に保持し、
　前記第４の情報保持部は、当該第３の通信装置に接続された第２の通信装置の第２のグ
ローバルアドレスと、当該第３の通信装置に接続された第２の通信装置と通信を行なう第
１の通信装置の第１のグローバルアドレスと、当該第３の通信装置に接続された第２の通
信装置と通信を行なう第１の通信装置と無線通信を行なう無線装置のローカルアドレスと
、前記無線通信における無線通信特性とを更に保持し、
　前記第２の選択部は、前記第２の情報保持部に保持された前記電波環境情報、前記ロー
カルアドレスおよび前記無線通信特性に基づいて、前記少なくとも１つの第２の無線通信
部を選択し、
　前記第３の選択部は、前記第３の情報保持部に保持された前記電波環境情報、前記第１
のグローバルアドレスおよび前記無線通信特性に基づいて、前記第１の通信装置を選択し
、
　前記第４の選択部は、前記第４の情報保持部に保持された前記電波環境情報、前記第２
のグローバルアドレスおよび前記無線通信特性に基づいて、前記第１の通信装置を選択す
る、請求項３または請求項４に記載の通信ネットワークシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、通信ネットワークシステムに関し、特に、コグニティブな通信を行なう通
信ネットワークシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、コグニティブ無線を利用した通信システムが提案されている（非特許文献１）。
そして、非特許文献１において、コグニティブ無線は、「無線機が周囲の電波利用環境を
認識し、その状況に応じて無線機が適宜学習等を取り入れつつ、ネットワーク側の協力を
得ながらシステム内、システム間を問わず複数の周波数帯域、タイムスロット、等の無線
リソースならびに通信方式を適宜使い分け、ユーザの所望の通信容量を所望の通信品質で
周波数の有効利用をはかりつつ伝送を行う無線通信技術」と定義されている。
【０００３】
　非特許文献１には、クラスＡ，Ｂ，Ｃからなるコグニティブ無線を利用した通信システ
ムが提案されている。その、クラスＡ，Ｂ，Ｃは、コグニティブ無線に用いる無線機の機
能レベルを示したものである。
【０００４】
　クラスＡは、８００ＭＨｚ未満の周波数帯を用いる広域移動通信システム、８００ＭＨ
ｚ帯から３ＧＨｚ帯までの携帯電話システムに代表される中域セルラシステム、並びに、
３～６ＧＨｚ帯までの無線ＬＡＮシステムおよびワイヤレスアクセスシステムまで全ての
無線システムの機能を有する無線機を示す。また、クラスＢは、中域セルラシステム並び
に無線ＬＡＮシステムおよびワイヤレスアクセスシステムの機能を有する無線機を示す。
更に、クラスＣは、無線ＬＡＮシステムおよびワイヤレスアクセスシステムの機能を有す
る無線機を示す。
【０００５】
　コグニティブ無線を利用した通信システムは、共通ネットワークと、複数のクラスＡゾ
ーンと、複数のクラスＢゾーンと、複数のクラスＣゾーンとからなる。複数のクラスＡゾ
ーンは、共通ネットワークに並列に接続される。複数のクラスＡゾーンの各々は、１つの
基地局に並列に接続された複数のクラスＢゾーンからなる。複数のクラスＢゾーンの各々
は、１つの基地局に並列に接続された複数のクラスＣゾーンからなる。
【０００６】
　複数のクラスＡゾーンの各々には、クラスＡの無線機が配置され、複数のクラスＢゾー
ンの各々には、クラスＢの無線機が配置され、複数のクラスＣゾーンの各々には、クラス
Ｃの無線機が配置される。
【０００７】
　従って、この通信システムにおいては、クラスＣゾーンに属する無線機は、クラスＢゾ
ーンおよびクラスＡゾーンを介して１つの回線によって共通ネットワークに接続される。
【非特許文献１】原田博司，“コグニティブ無線を利用した通信システムに関する基礎検
討”，信学技報　ＩＥＩＣＥ　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｒｅｐｏｒｔ　ＳＲ２００５－１８
（２００５－５）．
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、非特許文献１には、コグニティブ無線による通信を実現する具体例が開示され
ていない。
【０００９】
　また、従来のコグニティブ無線を利用した通信システムでは、無線機は、１つの回線に
よって共通ネットワークに接続されるので、無線リソースの有効利用が不十分であるとい
う問題がある。
【００１０】
　そこで、この発明は、かかる問題を解決するためになされたものであり、その目的は、
コグニティブ無線を実現可能な通信ネットワークシステムを提供することである。
【００１１】
　また、この発明の別の目的は、無線リソースを十分に利用してコグニティブ無線による
通信を行なう通信ネットワークシステムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
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【００１２】
　この発明によれば、通信ネットワークシステムは、複数の無線装置と、複数の第１の通
信装置と、複数の第２の通信装置と、第３の通信装置とを備える。複数の第１の通信装置
は、複数の無線装置の上位層に配置される。複数の第２の通信装置は、複数の第１の通信
装置の上位層に配置される。第３の通信装置は、複数の第２の通信装置の上位層に配置さ
れる。そして、複数の第１の通信装置の各々は、複数の無線装置の各々と複数の無線通信
方式のうちの少なくとも１つの無線通信方式を用いて２以上の回線により無線通信を行な
うとともに、複数の第２の通信装置のうち、自己が接続された１個の第２の通信装置と通
信を行なう。複数の第２の通信装置の各々は、複数の第１の通信装置のうち、自己が接続
された少なくとも１個の第１の通信装置と通信を行なうとともに、第３の通信装置と通信
を行なう。第３の通信装置は、複数の第２の通信装置のうち、自己が接続された少なくと
も１個の第２の通信装置を行なうとともに、他のネットワークと通信を行なう。複数の無
線装置の各々は、周囲の電波環境に応じて複数の無線通信方式のうちの少なくとも１つの
無線通信方式を選択し、その選択した少なくとも１つの無線通信方式を用いて２以上の回
線によりアプリケーションの要求事項を満たすように複数の第１の通信装置のうちの少な
くとも１つの第１の通信装置と無線通信を行なう。
【００１３】
　好ましくは、複数の第１の通信装置の各々は、複数の無線装置のうちのｉ（ｉは２以上
の整数）個の無線装置からパケットを受信すると、ｉ個の無線装置のｉ個のローカルアド
レスを自己と第２の通信装置との間で使用される１個の第１のグローバルアドレスに対応
付けてパケットを第２の通信装置へ送信する。複数の第２の通信装置の各々は、複数の第
１の通信装置のうちのｊ（ｊは正の整数）個の第１の通信装置からパケットを受けると、
ｊ個の第１の通信装置のｊ個の第１のグローバルアドレスを自己と第３の通信装置との間
で使用される１個の第２のグローバルアドレスに対応付けてパケットを第３の通信装置へ
送信する。第３の通信装置は、複数の第２の通信装置のうちのｋ（ｋは正の整数）個の第
２の通信装置からパケットを受けると、ｋ個の第２の通信装置のｋ個の第２のグローバル
アドレスを自己と他のネットワークとの間で使用される１個の第３のグローバルアドレス
に対応付けてパケットを他のネットワークへ送信する。
【００１４】
　好ましくは、複数の無線装置の各々は、複数の第１の無線通信部と、第１の情報保持部
と、第１の選択部と、アプリケーション部と、第１の切換部とを含む。複数の第１の無線
通信部は、相互に異なる無線通信方式で無線通信を行なう。第１の情報保持部は、当該無
線装置の周囲の電波環境に関する情報である電波環境情報を保持する。第１の選択部は、
第１の情報保持部に保持された電波環境情報に応じた無線通信を行なうための少なくとも
１つの第１の無線通信部を複数の第１の無線通信部から選択する。アプリケーション部は
、パケットを生成する。第１の切換部は、アプリケーション部から受けた複数のパケット
を選択された少なくとも１つの第１の無線通信部に分配するとともに、少なくとも１つの
第１の無線通信部から受けた複数のパケットを所定の順序に配列してアプリケーション部
へ出力する。複数の第１の通信装置の各々は、複数の第２の無線通信部と、第２の情報保
持部と、第２の選択部と、第２の切換部とを含む。複数の第２の無線通信部は、複数の第
１の無線通信部に対応して設けられ、各々が対応する第１の無線通信部と無線通信を行な
う。第２の情報保持部は、電波環境情報を保持する。第２の選択部は、第２の情報保持部
に保持された電波環境情報に応じた無線通信を行なうための少なくとも１つの第２の無線
通信部を複数の第２の無線通信部から選択する。第２の切換部は、複数の第２の無線通信
部から受けた複数のパケットを所定の順序に配列して自己が接続された第２の通信装置へ
送信するとともに、自己が接続された第２の通信装置から受けた複数のパケットを選択さ
れた少なくとも１つの第２の無線通信部へ分配する。複数の第２の通信装置の各々は、第
３の情報保持部と、第３の選択部と、第３の切換部とを含む。第３の情報保持部は、電波
環境情報を保持する。第３の選択部は、第３の情報保持部に保持された電波環境情報に応
じた無線通信を行なうことが可能な第１の通信装置を複数の第１の無線通信部から選択す
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る。第３の切換部は、当該第２の通信装置が接続された第１の通信装置から受けた複数の
パケットを所定の順序に配列して第３の通信装置へ送信するとともに、第３の通信装置か
ら受けた複数のパケットを選択された第１の通信装置に分配する。第３の通信装置は、第
４の情報保持部と、第３の選択部と、第４の切換部とを含む。第４の情報保持部は、電波
環境情報を保持する。第４の選択部は、第４の情報保持部に保持された電波環境情報に応
じた無線通信を行なうことが可能な第１の通信装置を複数の第１の通信装置から選択する
。第４の切換部は、当該第３の通信装置が接続された第２の通信装置から受けた複数のパ
ケットを所定の順序に配列して他のネットワークへ送信するとともに、他のネットワーク
から受けた複数のパケットを選択された第１の通信装置と接続された第２の通信装置に分
配する。
【００１５】
　好ましくは、第１から第４の選択部は、相互に連携して第１の無線通信部、第２の無線
通信部および第１の通信装置を選択する。
【００１６】
　好ましくは、複数の第１の無線通信部は、当該無線装置の周囲の電波環境を測定する。
第１の情報保持部は、複数の第１の無線通信部によって測定された電波環境を示す電波環
境情報を保持する。複数の第２の無線通信部は、当該第１の通信装置の周囲の電波環境を
測定する。第２の情報保持部は、複数の第２の無線通信部によって測定された電波環境を
示す電波環境情報を保持する。第３および第４の情報保持部の各々は、複数の第１の無線
通信部および／または複数の第２の無線通信部によって測定された電波環境を示す電波環
境情報を保持する。
【００１７】
　好ましくは、第１および第２の情報保持部の各々は、複数の第１の無線通信部によって
測定された電波環境を示す電波環境情報と、複数の第２の無線通信部によって測定された
電波環境を示す電波環境情報とを保持する。
【００１８】
　好ましくは、第２の情報保持部は、当該第１の通信装置と無線通信を行なう無線装置の
ローカルアドレスと、無線通信における無線通信特性とを更に保持する。第３の情報保持
部は、当該第２の通信装置に接続された第１の通信装置の第１のグローバルアドレスと、
当該第２の通信装置に接続された第１の通信装置と無線通信を行なう無線装置のローカル
アドレスと、無線通信における無線通信特性とを更に保持する。第４の情報保持部は、当
該第３の通信装置に接続された第２の通信装置の第２のグローバルアドレスと、当該第３
の通信装置に接続された第２の通信装置と通信を行なう第１の通信装置の第１のグローバ
ルアドレスと、当該第３の通信装置に接続された第２の通信装置と通信を行なう第１の通
信装置と無線通信を行なう無線装置のローカルアドレスと、無線通信における無線通信特
性とを更に保持する。第２の選択部は、第２の情報保持部に保持された電波環境情報、ロ
ーカルアドレスおよび無線通信特性に基づいて、少なくとも１つの第２の無線通信部を選
択する。第３の選択部は、第３の情報保持部に保持された電波環境情報、第１のグローバ
ルアドレスおよび無線通信特性に基づいて、第１の通信装置を選択する。第４の選択部は
、第４の情報保持部に保持された電波環境情報、第２のグローバルアドレスおよび無線通
信特性に基づいて、第１の通信装置を選択する。
【発明の効果】
【００１９】
　この発明による通信ネットワークシステムにおいては、複数の無線装置の各々は、周囲
の電波環境に応じて少なくとも１つの無線通信方式を選択し、その選択した少なくとも１
つの無線通信方式を用いて２以上の回線によりアプリケーションの要求事項を満たすよう
に無線通信を行なう。そして、第１の通信装置は、各無線装置からの無線通信を第２の通
信装置へ中継し、第２の通信装置は、第１の通信装置からの通信を第３の通信装置へ中継
し、第３の通信装置は、第２の通信装置からの通信を他のネットワークへ中継する。また
、第３の通信装置は、他のネットワークからの通信を上記２以上の回線により無線通信を
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行なう無線装置と無線通信が可能な第１の通信装置に接続された第２の通信装置へ中継し
、第２の通信装置は、第３の通信装置からの通信を上記２以上の回線により無線通信を行
なう無線装置と無線通信が可能な第１の通信装置へ中継し、第１の通信装置は、第２の通
信装置からの通信を上記２以上の回線により無線装置へ中継する。即ち、複数の無線装置
の各々は、第１の通信装置、第２の通信装置および第３の通信装置を介して他のネットワ
ークと２以上の回線で通信を行なう。
【００２０】
　従って、この発明によれば、無線リソースを十分に利用してコグニティブ無線を行なう
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　本発明の実施の形態について図面を参照しながら詳細に説明する。なお、図中同一また
は相当部分には同一符号を付してその説明は繰返さない。
【００２２】
　図１は、この発明の実施の形態による通信ネットワークシステムの概略図である。この
発明の実施の形態による通信ネットワークシステム１００は、コグニティブ端末ＣＡＴ（
Ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）１，ＣＡＴ２，・・・と、コグ
ニティブ基地局ＣＢＳ（Ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ　Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）１およびコグ
ニティブアクセスポイントＣＡＰ（Ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）１
，・・・と、コグニティブゲートウェイＣＧＷ（Ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ　Ｇａｔｅ　Ｗａｙ
）１，ＣＧＷ２，・・・と、グローバルホームレジスタＧＨＲ１と、ケーブル１１０，１
２０，１３０，１４０，１５０とを備える。
【００２３】
　複数のコグニティブ端末ＣＡＴ１，ＣＡＴ２，・・・は、最下層に配置される。複数の
コグニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１，・・・は、
複数のコグニティブ端末ＣＡＴ１，ＣＡＴ２，・・・の上位層に配置される。そして、コ
グニティブ基地局ＣＢＳ１は、ＩＰドメイン１内に配置され、コグニティブアクセスポイ
ントＣＡＰ１は、ＩＰドメイン２内に配置される。
【００２４】
　複数のコグニティブゲートウェイＣＧＷ１，ＣＧＷ２，・・・は、複数のコグニティブ
基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１，・・・よりも上位層に配
置される。グローバルホームレジスタＧＨＲ１は、複数のコグニティブゲートウェイＣＧ
Ｗ１，ＣＧＷ２，・・・よりも上位層に配置される。
【００２５】
　このように、通信ネットワークシステム１００においては、複数のコグニティブ端末Ｃ
ＡＴ１，ＣＡＴ２，・・・、複数のコグニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアク
セスポイントＣＡＰ１，・・・、複数のコグニティブゲートウェイＣＧＷ１，ＣＧＷ２，
・・・、およびグローバルホームレジスタＧＨＲ１は、階層的に配置される。そして、コ
グニティブ基地局ＣＢＳ１、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１、およびコグニティ
ブゲートウェイＣＧＷ１，ＣＧＷ２は、プロバイダを構成する。また、コグニティブ端末
ＣＡＴ１，ＣＡＴ２が配置された層を「端末層」とし、コグニティブ基地局ＣＢＳ１およ
びコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１が配置された層を「基地局／アクセスポイント
層」とし、コグニティブゲートウェイＣＧＷ１，ＣＧＷ２が配置された層を「ゲートウェ
イ層」とし、グローバルホームレジスタＧＨＲ１が配置された層を「ホームレジスタ層」
とする。
【００２６】
　コグニティブ基地局ＣＢＳ１は、ケーブル１１０によってコグニティブゲートウェイＣ
ＧＷ１に接続される。コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１は、ケーブル１２０によっ
てコグニティブゲートウェイＣＧＷ１に接続される。
【００２７】
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　コグニティブゲートウェイＣＧＷ１は、ケーブル１３０によってグローバルホームレジ
スタＧＨＲ１に接続される。コグニティブゲートウェイＣＧＷ２は、ケーブル１４０によ
ってグローバルホームレジスタＧＨＲ１に接続される。グローバルホームレジスタＧＨＲ
１は、ケーブル１５０によって他のネットワーク２００と接続される。
【００２８】
　コグニティブ端末ＣＡＴ１は、コグニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセ
スポイントＣＡＰ１と複数の無線通信方式のうちの少なくとも１つの無線通信方式を用い
て２以上の回線によって無線通信を行なう。また、コグニティブ端末ＣＡＴ２は、コグニ
ティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１以外のコグニティブ
基地局（図示せず）またはコグニティブアクセスポイント（図示せず）と複数の無線通信
方式のうちの少なくとも１つの無線通信方式を用いて２以上の回線によって無線通信を行
なう。より詳細には、コグニティブ端末ＣＡＴ１，ＣＡＴ２の各々は、コグニティブ無線
によって複数の無線通信方式の少なくとも１つの無線通信方式を用いて２以上の回線によ
り無線通信を行なう。なお、コグニティブ無線は、非特許文献１に記載された定義によっ
て定義される。また、１つの無線通信方式を用いた２以上の回線とは、１つの無線通信方
式において２以上の周波数を用いた無線通信を言う。
【００２９】
　コグニティブ基地局ＣＢＳ１は、コグニティブ端末ＣＡＴ１と複数の無線通信方式のう
ちの少なくとも１つの無線通信方式を用いて２以上の回線によって無線通信を行なうとと
もに、ケーブル１１０を介してコグニティブゲートウェイＣＧＷ１と通信を行なう。
【００３０】
　コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１は、コグニティブ端末ＣＡＴ１と複数の無線通
信方式のうちの少なくとも１つの無線通信方式を用いて２以上の回線によって無線通信を
行なうとともに、ケーブル１２０を介してコグニティブゲートウェイＣＧＷ１と通信を行
なう。
【００３１】
　コグニティブゲートウェイＣＧＷ１は、それぞれケーブル１１０，１２０を介してコグ
ニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１と通信を行なうと
ともに、ケーブル１３０を介してグローバルホームレジスタＧＨＲ１と通信を行なう。
【００３２】
　コグニティブゲートウェイＣＧＷ２は、ケーブルを介してコグニティブ基地局ＣＢＳ１
およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１以外のコグニティブ基地局（図示せず）ま
たはコグニティブアクセスポイント（図示せず）と通信を行なうとともに、ケーブル１４
０を介してグローバルホームレジスタＧＨＲ１と通信を行なう。
【００３３】
　グローバルホームレジスタＧＨＲ１は、それぞれケーブル１３０，１４０を介してコグ
ニティブゲートウェイＣＧＷ１，ＣＧＷ２と通信を行なうとともに、ケーブル１５０を介
して他のネットワーク２００と通信を行なう。
【００３４】
　コグニティブ端末ＣＡＴ１は、無線通信部１１～１ｎ（ｎは２以上の整数）と、アプリ
ケーション部２１と、情報保持部２２と、選択部２３と、切換部２４とを含む。無線通信
部１１～１ｎの各々は、アンプ、モデム、物理層およびＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）等の無線方式固有の機能を有する。そして、無線通信部１１～１ｎ
は、相互に異なる無線通信方式を用いて１以上の回線で無線通信を行なう。即ち、無線通
信部１１～１ｎの各々は、１つの無線通信方式を用いて１以上の周波数で無線通信を行な
う。また、無線通信部１１～１ｎの各々は、コグニティブ端末ＣＡＴ１の周囲の電波環境
を測定し、その測定結果を情報保持部２２へ出力する。電波環境は、無線通信の状況から
なり、無線通信部１１～１ｎの各々は、無線通信空間をキャリアセンスすることによって
コグニティブ端末ＣＡＴ１の周囲の電波環境を測定する。
【００３５】
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　なお、複数の無線通信方式とは、符号分割多重接続方式（ＣＤＭＡ：Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖ
ｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、および時分割多重方式等の無線通信方
式が異なるものを言う。
【００３６】
　アプリケーション部２１は、キーボード、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉ
ｎｇ　Ｕｎｉｔ）、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）、メモリおよびディスプ
レイ等からなる。そして、アプリケーション部２１は、キーボードから入力されたユーザ
の要求に応じて、他のコグニティブ端末と通信するためのデータを格納したパケットを生
成し、その生成したパケットを切換部２４へ出力するとともに、切換部２４からパケット
を受ける。そして、アプリケーション部２１は、切換部２４から受けたパケットからデー
タを取り出し、その取り出したデータをディスプレイに表示してデータの内容をユーザに
視覚情報として与える。また、アプリケーション部２１は、無線通信を行なうときの要求
を選択部２３へ出力する。
【００３７】
　情報保持部２２は、コグニティブ端末ＣＡＴ１の周囲の電波環境を示す電波環境情報を
無線通信部１１～１ｎから受ける。そして、情報保持部２２は、その受けた電波環境情報
と、無線通信の周波数帯および無線通信の伝送速度等からなるコグニティブ情報を保持す
る。また、情報保持部２２は、コグニティブ端末ＣＡＴ１の無線通信部１１～１ｎと無線
通信が可能なコグニティブ基地局ＣＢＳ１（またはコグニティブアクセスポイントＣＡＰ
１）の無線通信部に関する情報を保持する。
【００３８】
　選択部２３は、情報保持部２２に保持されたコグニティブ情報に基づいて、アプリケー
ション部２１の要求を満たす無線通信が可能な無線通信部を無線通信部１１～１ｎから選
択し、その選択した無線通信部へアプリケーション部２１からのパケットを割り当てるよ
うに切換部２４を制御する。また、選択部２３は、情報保持部２２からコグニティブ情報
を読み出し、その読み出したコグニティブ情報を切換部２４へ出力する。
【００３９】
　切換部２４は、選択部２３からの制御に従って、アプリケーション部２１から受けたパ
ケットを選択部２３によって選択された無線通信部に割り当てる。また、切換部２４は、
無線通信部１１～１ｎから受けた複数のパケットを所定の順序に配列してアプリケーショ
ン部２１へ出力する。更に、切換部２４は、選択部２３からコグニティブ情報を受けると
、その受けたコグニティブ情報を選択部２３によって選択された無線通信部に割り当てる
。なお、コグニティブ端末ＣＡＴ２は、コグニティブ端末ＣＡＴ１と同じ構成からなる。
【００４０】
　コグニティブ基地局ＣＢＳ１は、無線通信部３１～３ｎと、情報保持部４１と、選択部
４２と、ルーティング部４３と、切換部４４とを含む。無線通信部３１～３ｎは、コグニ
ティブ端末ＣＡＴ１，ＣＡＴ２の無線通信部１１～１ｎに対応して設けられる。そして、
無線通信部３１～３ｎは、無線通信部１１～１ｎと複数の無線通信方式のうちの少なくと
も１つの無線通信方式を用いて２以上の回線によって無線通信を行なう。即ち、無線通信
部３１～３ｎの各々は、１つの無線通信方式を用いて１以上の周波数で無線通信を行なう
。また、無線通信部３１～３ｎの各々は、無線通信部１１～１ｎと同じ方法によってコグ
ニティブ基地局ＣＢＳ１の周囲の電波環境を測定し、その測定した電波環境を示す電波環
境情報を情報保持部４１へ出力する。
【００４１】
　情報保持部４１は、無線通信部３１～３ｎから電波環境情報を受ける。そして、情報保
持部４１は、無線通信部３１～３ｎから受けた電波環境情報と、無線通信の通信帯域およ
び無線通信の伝送速度とからなるコグニティブ情報を保持する。また、情報保持部４１は
、コグニティブ端末ＣＡＴ１から送信されたコグニティブ情報を保持する。更に、情報保
持部４１は、無線通信部３１～３ｎが無線通信可能な無線通信部１１～１ｎに関する情報
およびコグニティブ基地局ＣＢＳ１がケーブル１１０によって接続されたコグニティブゲ
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ートウェイＣＧＷ１に関する情報を保持する。
【００４２】
　選択部４２は、情報保持部４１に保持されたコグニティブ情報に基づいて、コグニティ
ブゲートウェイＣＧＷ１から受信した複数のパケットをコグニティブ端末ＣＡＴ１へ送信
するのに適した無線通信部を無線通信部３１～３ｎから選択し、その選択した無線通信部
へ複数のパケットを割り当てるように切換部４４を制御する。また、選択部４２は、情報
保持部４１からコグニティブ情報を読み出し、その読み出したコグニティブ情報を切換部
４４へ出力する。
【００４３】
　ルーティング部４３は、切換部４４から複数のパケットを受け、その受けた複数のパケ
ットの各々からアドレスを検出する。この場合、複数のパケットの各々から検出されるア
ドレスは、コグニティブ端末ＣＡＴ１とコグニティブ基地局ＣＢＳ１との間で用いられ、
かつ、各無線通信方式に割り当てられたローカルＩＰアドレスＬＡＤである。また、コグ
ニティブ基地局ＣＢＳ１とコグニティブゲートウェイＣＧＷ１との間では、グローバルＩ
ＰアドレスＧＡＤ１が用いられる。
【００４４】
　従って、ルーティング部４３は、複数のパケットから検出した複数のローカルＩＰアド
レスＬＡＤと、１個のグローバルＩＰアドレスＧＡＤ１とを対応付ける。そして、ルーテ
ィング部４３は、その対応付けたグローバルＩＰアドレスＧＡＤ１を切換部４４へ出力す
る。
【００４５】
　切換部４４は、無線通信部３１～３ｎから複数のパケットを受けると、その受けた複数
のパケットを所定の順序に配列し、その配列したパケットにルーティング部４３から受け
たグローバルＩＰアドレスＧＡＤ１を付加してコグニティブゲートウェイＣＧＷ１へ送信
する。また、切換部４４は、選択部４２からの制御に従って、コグニティブゲートウェイ
ＣＧＷ１から受信した複数のパケットを選択部４２によって選択された無線通信部に割り
当てる。更に、切換部４４は、選択部４２からコグニティブ情報を受けると、その受けた
コグニティブ情報をコグニティブゲートウェイＣＧＷ１へ送信する。なお、コグニティブ
アクセスポイントＣＡＰ１は、コグニティブ基地局ＣＢＳ１と同じ構成からなる。
【００４６】
　コグニティブゲートウェイＣＧＷ１は、情報保持部５１と、選択部５２と、ルーティン
グ部５３と、ルータ５４とを含む。情報保持部５１は、コグニティブ基地局ＣＢＳ１また
はコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１が送信したコグニティブ情報をルータ５４から
受け、その受けたコグニティブ情報を保持する。また、情報保持部５１は、コグニティブ
ゲートウェイＣＧＷ１とコグニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイン
トＣＡＰ１との接続関係に関する情報と、コグニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティ
ブアクセスポイントＣＡＰ１の各々とコグニティブ端末ＣＡＴ１，ＣＡＴ２とのアクセス
関係に関する情報とを保持する。
【００４７】
　選択部５２は、情報保持部５１に保持されたコグニティブ情報に基づいて、グローバル
ホームレジスタＧＨＲ１から受信した複数のパケットをコグニティブ端末ＣＡＴ１へ送信
するのに適した無線通信部を無線通信部３１～３ｎから選択し、その選択した無線通信部
を有するコグニティブ基地局ＣＢＳ１またはコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１へ複
数のパケットを送信するようにルータ５４を制御する。また、選択部５２は、情報保持部
５１からコグニティブ情報を読み出し、その読み出したコグニティブ情報をルータ５４へ
出力する。
【００４８】
　ルーティング部５３は、ルータ５４から複数のパケットを受け、その受けた複数のパケ
ットの各々からアドレスを検出する。この場合、複数のパケットの各々から検出されるア
ドレスは、コグニティブ基地局ＣＢＳ１とコグニティブゲートウェイＣＧＷ１との間また
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はコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１とコグニティブゲートウェイＣＧＷ１との間で
用いられるグローバルＩＰアドレスＧＡＤ１である。また、コグニティブゲートウェイＣ
ＧＷ１とグローバルホームレジスタＧＨＲ１との間では、グローバルＩＰアドレスＧＡＤ
２が用いられる。
【００４９】
　従って、ルーティング部５３は、複数のパケットから検出した複数のグローバルＩＰア
ドレスＧＡＤ１と、１個のグローバルＩＰアドレスＧＡＤ２とを対応付ける。そして、ル
ーティング部５３は、その対応付けたグローバルＩＰアドレスＧＡＤ２をルータ５４へ出
力する。
【００５０】
　ルータ５４は、ケーブル１１０によってコグニティブ基地局ＣＢＳ１の切換部４４と接
続され、ケーブル１２０によってコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の切換部４４と
接続される。
【００５１】
　ルータ５４は、ケーブル１１０を介してコグニティブ基地局ＣＢＳ１から受信した複数
のパケットと、ケーブル１２０を介してコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１から受信
した複数のパケットとを所定の順序に配列し、その所定の順序に配列したパケットにルー
ティング部５３から受けたグローバルＩＰアドレスＧＡＤ２を付加してグローバルホーム
レジスタＧＨＲ１へ送信する。
【００５２】
　また、ルータ５４は、選択部５２からの制御に従って、グローバルホームレジスタＧＨ
Ｒ１から受信した複数のパケットを選択部５２によって選択されたコグニティブ基地局Ｃ
ＢＳ１またはコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１へ送信する。更に、ルータ５４は、
選択部５２からコグニティブ情報を受けると、その受けたコグニティブ情報をグローバル
ホームレジスタＧＨＲ１へ送信する。なお、コグニティブゲートウェイＣＧＷ２は、コグ
ニティブゲートウェイＣＧＷ１と同じ構成からなる。
【００５３】
　グローバルホームレジスタＧＨＲ１は、情報保持部６１と、選択部６２と、ルーティン
グ部６３と、ルータ６４とを含む。情報保持部６１は、コグニティブゲートウェイＣＧＷ
１，ＣＧＷ２が送信したコグニティブ情報をルータ６４から受け、その受けたコグニティ
ブ情報を保持する。また、情報保持部６１は、グローバルホームレジスタＧＨＲ１とコグ
ニティブゲートウェイＣＧＷ１，ＣＧＷ２との接続関係に関する情報と、コグニティブゲ
ートウェイＣＧＷ１，ＣＧＷ２の各々とコグニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブ
アクセスポイントＣＡＰ１の各々との接続関係に関する情報と、コグニティブ基地局ＣＢ
Ｓ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の各々とコグニティブ端末ＣＡＴ１，
ＣＡＴ２とのアクセス関係に関する情報とを保持する。
【００５４】
　選択部６２は、情報保持部６１に保持されたコグニティブ情報に基づいて、他のネット
ワーク２００から受信した複数のパケットをコグニティブ端末ＣＡＴ１へ送信するのに適
した無線通信部を無線通信部３１～３ｎから選択し、その選択した無線通信部を有するコ
グニティブ基地局ＣＢＳ１またはコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１へ複数のパケッ
トを送信可能なコグニティブゲートウェイＣＧＷ１またはＣＧＷ２に複数のパケットを送
信するようにルータ６４を制御する。また、選択部６２は、情報保持部６１からコグニテ
ィブ情報を読み出し、その読み出したコグニティブ情報をルータ６４へ出力する。
【００５５】
　ルーティング部６３は、ルータ６４から複数のパケットを受け、その受けた複数のパケ
ットの各々からアドレスを検出する。この場合、複数のパケットの各々から検出されるア
ドレスは、コグニティブゲートウェイＣＧＷ１とグローバルホームレジスタＧＨＲ１との
間またはコグニティブゲートウェイＣＧＷ２とグローバルホームレジスタＧＨＲ１との間
で用いられるグローバルＩＰアドレスＧＡＤ２である。また、グローバルホームレジスタ
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ＧＨＲ１と他のネットワーク２００との間では、グローバルＩＰアドレスＧＡＤ３が用い
られる。
【００５６】
　従って、ルーティング部６３は、複数のパケットから検出した複数のグローバルＩＰア
ドレスＧＡＤ２と、１個のグローバルＩＰアドレスＧＡＤ３とを対応付ける。そして、ル
ーティング部６３は、その対応付けたグローバルＩＰアドレスＧＡＤ３をルータ６４へ出
力する。
【００５７】
　ルータ６４は、ケーブル１３０によってコグニティブゲートウェイＣＧＷ１のルータ５
４と接続され、ケーブル１４０によってコグニティブゲートウェイＣＧＷ２のルータ５４
と接続され、ケーブル１５０によって他のネットワーク２００と接続される。
【００５８】
　ルータ６４は、ケーブル１３０を介してコグニティブゲートウェイＣＧＷ１から受信し
た複数のパケットと、ケーブル１４０を介してコグニティブゲートウェイＣＧＷ２から受
信した複数のパケットとを所定の順序に配列し、その所定の順序に配列したパケットにル
ーティング部６３から受けたグローバルＩＰアドレスＧＡＤ３を付加して他のネットワー
ク２００へ送信する。
【００５９】
　また、ルータ６４は、選択部６２からの制御に従って、他のネットワーク２００から受
信した複数のパケットを選択部６２によって選択されたコグニティブゲートウェイＣＧＷ
１またはＣＧＷ２へ送信する。
【００６０】
　図２は、コグニティブ情報を示す図である。コグニティブ情報ＣＧＩＦは、電波環境、
周波数帯域および伝送速度を各無線通信部１１～１ｎに対応付けた構成からなる。電波環
境は、「やや混んでいる」、「空いている」および「非常に混んでいる」等の無線通信空
間における電波の使用状況からなる。周波数帯域は、Ａ帯域、Ｂ帯域およびＣ帯域等の各
無線通信部１１～１ｎが使用する周波数からなる。伝送速度は、ａ［ｂｐｓ］、ｂ［ｂｐ
ｓ］およびｃ［ｂｐｓ］等のパケットを送信または転送するレートからなる。
【００６１】
　コグニティブ端末ＣＡＴ１，ＣＡＴ２の各々において、無線通信部１１～１ｎの各々は
、無線通信空間をキャリアセンスすることによって「やや混んでいる」、「空いている」
および「非常に混んでいる」等の電波の使用状況を測定し、その測定結果を情報保持部２
２へ出力し、情報保持部２２は、無線通信部１１～１ｎの各々から測定結果を受ける。そ
して、情報保持部２２は、周波数帯域、伝送速度および各無線通信部１１～１ｎから受け
た測定結果を各無線通信部１１～１ｎに対応付けて図２に示すコグニティブ情報ＣＧＩＦ
を作成し、その作成したコグニティブ情報ＣＧＩＦを保持する。
【００６２】
　また、コグニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の各
々において、無線通信部３１～３ｎの各々は、無線通信空間をキャリアセンスすることに
よって「やや混んでいる」、「空いている」および「非常に混んでいる」等の電波の使用
状況を測定し、その測定結果を情報保持部４１へ出力し、情報保持部４１は、無線通信部
３１～３ｎの各々から測定結果を受ける。そして、情報保持部４１は、周波数帯域、伝送
速度および各無線通信部３１～３ｎから受けた測定結果を各無線通信部３１～３ｎに対応
付けてコグニティブ情報ＣＧＩＦ（＝図２において無線通信部１１～１ｎを無線通信部３
１～３ｎに代えたコグニティブ情報）を作成し、その作成したコグニティブ情報ＣＧＩＦ
を保持する。
【００６３】
　更に、コグニティブゲートウェイＣＧＷ１，ＣＧＷ２の各々において、情報保持部５１
は、コグニティブ端末ＣＡＴ１，ＣＡＴ２から送信されたコグニティブ情報ＣＧＩＦ、ま
たはコグニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１から送信
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されたコグニティブ情報ＣＧＩＦを保持する。
【００６４】
　更に、グローバルホームレジスタＧＨＲ１において、情報保持部６１は、コグニティブ
端末ＣＡＴ１，ＣＡＴ２から送信されたコグニティブ情報ＣＧＩＦ、またはコグニティブ
基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１から送信されたコグニティ
ブ情報ＣＧＩＦ、またはコグニティブゲートウェイＣＧＷ１，ＣＧＷ２から送信されたコ
グニティブ情報ＣＧＩＦを保持する。
【００６５】
　図３は、端末層と、基地局／アクセスポイント層との対応関係を示す図である。テーブ
ルＴＢ１は、端末層に存在するコグニティブ端末ＣＡＴ１，ＣＡＴ２の無線通信部１１～
１ｎのＩＰアドレスと、基地局／アクセスポイント層に存在するコグニティブ基地局ＣＢ
Ｓ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の無線通信部３１～３ｎのＩＰアドレ
スとを対応付けた構成からなる。
【００６６】
　ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１は、コグニティブ端末ＣＡＴ１のＩＰアドレスであり、
ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１～ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎは、それぞれ、無線通信部１
１～１ｎまたは無線通信部３１～３ｎのＩＰアドレスである。また、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ
＿ＣＢＳ１は、コグニティブ基地局ＣＢＳ１のＩＰアドレスであり、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ
＿ＣＡＰ１は、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１のＩＰアドレスである。
【００６７】
　従って、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１～ＩＰａｄｄｒ
ｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１は、それぞれ、コグニティブ端末ＣＡＴ
１に搭載された無線通信部１１～１ｎのＩＰアドレスである。また、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ
＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１～ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒ
ｅｓｓ＿ＣＢＳ１は、それぞれ、コグニティブ基地局ＣＢＳ１に搭載された無線通信部３
１～３ｎのＩＰアドレスである。更に、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓ
ｓ＿ＣＡＰ１は、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１に搭載された無線通信部３ｎの
ＩＰアドレスである。
【００６８】
　そして、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１～ＩＰａｄｄｒ
ｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａ
ｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１～ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１
およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１の各々は、上述した
ローカルＩＰアドレスＬＡＤを構成する。
【００６９】
　テーブルＴＢ１においては、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡ
Ｔ１，ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ２／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１，・・・は、それぞ
れ、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１，ＩＰａｄｄｒｅｓｓ
＿ＲＦ２／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１，・・・に対応付けられており、ＩＰａｄｄｒ
ｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１は、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰ
ａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿Ｃ
ＡＰ１に対応付けられている。
【００７０】
　従って、テーブルＴＢ１は、無線通信部１１，１２，・・・が、それぞれ、コグニティ
ブ基地局ＣＢＳ１の無線通信部３１，３２，・・・と無線通信可能であり、無線通信部１
ｎがコグニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の無線通
信部３ｎと無線通信可能であることを示す。そして、図１に示す情報保持部２２は、テー
ブルＴＢ１を保持する。
【００７１】
　図４は、端末層、基地局／アクセスポイント層およびゲートウェイ層の相互の対応関係
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を示す図である。テーブルＴＢ２は、端末層に存在するコグニティブ端末ＣＡＴ１，ＣＡ
Ｔ２の無線通信部１１～１ｎのＩＰアドレスと、基地局／アクセスポイント層に存在する
コグニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の無線通信部
３１～３ｎのＩＰアドレスと、ゲートウェイ層に存在するコグニティブゲートウェイＣＧ
Ｗ１とを対応付けた構成からなる。
【００７２】
　ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇは、コグニティブ基地局ＣＢＳ１とコグニティブゲ
ートウェイＣＧＷ１との間で使用されるコグニティブ基地局ＣＢＳ１のＩＰアドレスであ
り、上述したグローバルＩＰアドレスＧＡＤ１を構成する。また、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿
ＣＡＰ１＿Ｇは、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１とコグニティブゲートウェイＣ
ＧＷ１との間で使用されるコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１のＩＰアドレスであり
、上述したグローバルＩＰアドレスＧＡＤ１を構成する。更に、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿Ｃ
ＧＷ１は、コグニティブゲートウェイＣＧＷ１とコグニティブ基地局ＣＢＳ１またはコグ
ニティブアクセスポイントＣＡＰ１との間で使用されるコグニティブゲートウェイＣＧＷ
１のＩＰアドレスであり、上述したグローバルＩＰアドレスＧＡＤ１を構成する。
【００７３】
　ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇは、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅ
ｓｓ＿ＣＢＳ１～ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１に対応付
けられている。また、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１＿Ｇは、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ
ｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１に対応付けられている。更に、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿
ＣＧＷ１は、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１＿
Ｇに対応付けられている。
【００７４】
　従って、テーブルＴＢ２は、コグニティブゲートウェイＣＧＷ１が無線通信部３１～３
ｎを搭載するコグニティブ基地局ＣＢＳ１と通信可能であり、コグニティブ基地局ＣＢＳ
１の無線通信部３１～３ｎがそれぞれコグニティブ端末ＣＡＴ１の無線通信部１１～１ｎ
と無線通信可能であり、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の無線通信部３ｎがコグ
ニティブ端末ＣＡＴ１の無線通信部１ｎと無線通信可能であることを示す。そして、図１
に示す情報保持部４１は、テーブルＴＢ２を保持する。
【００７５】
　図５は、端末層、基地局／アクセスポイント層、ゲートウェイ層およびホームレジスタ
層の相互の対応関係を示す図である。テーブルＴＢ３は、端末層に存在するコグニティブ
端末ＣＡＴ１，ＣＡＴ２の無線通信部１１～１ｎのＩＰアドレスと、基地局／アクセスポ
イント層に存在するコグニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイントＣ
ＡＰ１の無線通信部３１～３ｎのＩＰアドレスと、ゲートウェイ層に存在するコグニティ
ブゲートウェイＣＧＷ１，ＣＧＷ２と、ホームレジスタ層に存在するグローバルホームレ
ジスタＧＨＲ１とを対応付けた構成からなる。
【００７６】
　ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇは、コグニティブゲートウェイＣＧＷ１とグローバ
ルホームレジスタＧＨＲ１との間で使用されるコグニティブゲートウェイＣＧＷ１のＩＰ
アドレスであり、上述したグローバルＩＰアドレスＧＡＤ２を構成する。また、ＩＰａｄ
ｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ２は、コグニティブゲートウェイＣＧＷ２とコグニティブ基地局（コ
グニティブ基地局ＣＢＳ１以外のコグニティブ基地局）またはコグニティブアクセスポイ
ント（コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１以外のコグニティブアクセスポイント）と
の間で使用されるコグニティブゲートウェイＣＧＷ２のＩＰアドレスであり、上述したグ
ローバルＩＰアドレスＧＡＤ１を構成する。更に、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ２＿Ｇは
、コグニティブゲートウェイＣＧＷ２とグローバルホームレジスタＧＨＲ１との間で使用
されるコグニティブゲートウェイＣＧＷ２のＩＰアドレスであり、上述したグローバルＩ
ＰアドレスＧＡＤ２を構成する。更に、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１は、グローバルホ
ームレジスタＧＨＲ１とコグニティブゲートウェイＣＧＷ１，ＣＧＷ２との間で使用され
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るグローバルホームレジスタＧＨＲ１のＩＰアドレスであり、上述したグローバルＩＰア
ドレスＧＡＤ２を構成する。
【００７７】
　ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇは、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１に対応付けられ
ており、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ２＿Ｇは、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ２に対応付
けられている。また、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１は、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１
＿Ｇ，ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ２＿Ｇに対応付けられている。
【００７８】
　従って、テーブルＴＢ３は、グローバルホームレジスタＧＨＲ１がコグニティブゲート
ＣＧＷ１，ＣＧＷ２と通信可能であり、コグニティブゲートウェイＣＧＷ１が無線通信部
３１～３ｎを搭載するコグニティブ基地局ＣＢＳ１と通信可能であり、コグニティブ基地
局ＣＢＳ１の無線通信部３１～３ｎがそれぞれコグニティブ端末ＣＡＴ１の無線通信部１
１～１ｎと無線通信可能であり、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の無線通信部３
ｎがコグニティブ端末ＣＡＴ１の無線通信部１ｎと無線通信可能であることを示す。そし
て、図１に示す情報保持部５１は、テーブルＴＢ３を保持する。
【００７９】
　図６は、端末層、基地局／アクセスポイント層、ゲートウェイ層およびホームレジスタ
層の相互の対応関係を示す他の図である。テーブルＴＢ４は、図５に示すテーブルＴＢ３
にＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１＿Ｇを追加したものであり、その他は、テーブルＴＢ３
と同じである。
【００８０】
　ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１＿Ｇは、グローバルホームレジスタＧＨＲ１と他のネッ
トワーク２００との間で使用されるグローバルホームレジスタＧＨＲ１のＩＰアドレスで
あり、上述したグローバルＩＰアドレスＧＡＤ３を構成する。そして、ＩＰａｄｄｒｅｓ
ｓ＿ＧＨＲ１＿Ｇは、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１に対応付けられている。
【００８１】
　従って、テーブルＴＢ４は、他のネットワーク２００がグローバルホームレジスタＧＨ
Ｒ１と通信可能であり、グローバルホームレジスタＧＨＲ１がコグニティブゲートＣＧＷ
１，ＣＧＷ２と通信可能であり、コグニティブゲートウェイＣＧＷ１が無線通信部３１～
３ｎを搭載するコグニティブ基地局ＣＢＳ１と通信可能であり、コグニティブ基地局ＣＢ
Ｓ１の無線通信部３１～３ｎがそれぞれコグニティブ端末ＣＡＴ１の無線通信部１１～１
ｎと無線通信可能であり、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の無線通信部３ｎがコ
グニティブ端末ＣＡＴ１の無線通信部１ｎと無線通信可能であることを示す。そして、図
１に示す情報保持部６１は、テーブルＴＢ４を保持する。
【００８２】
　コグニティブ端末ＣＡＴ１，ＣＡＴ２の各々は、無線通信部１１～１ｎによって、それ
ぞれ、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１～ＩＰａｄｄｒｅｓ
ｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１をコグニティブ基地局ＣＢＳ１またはコグニ
ティブアクセスポイントＣＡＰ１へ送信し、コグニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニテ
ィブアクセスポイントＣＡＰ１の各々は、無線通信部３１～３ｎによって、それぞれ、Ｉ
Ｐａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１～ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ
ｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１をコグニティブ端末ＣＡＴ１，ＣＡＴ２へ送信する。
【００８３】
　そして、コグニティブ端末ＣＡＴ１，ＣＡＴ２の各々において、選択部２３は、受信し
たＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１～ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿
ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１に基づいて、テーブルＴＢ１を作成して情報保持
部２２に格納する。
【００８４】
　コグニティブ端末ＣＡＴ１，ＣＡＴ２の各々は、作成したテーブルＴＢ１をコグニティ
ブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１へ送信する。コグニティ
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ブ基地局ＣＢＳ１は、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇをケーブル１１０を介してコグ
ニティブゲートウェイＣＧＷ１へ送信し、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１は、Ｉ
Ｐａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１＿Ｇをケーブル１２０を介してコグニティブゲートウェイＣ
ＧＷ１へ送信し、コグニティブゲートウェイＣＧＷ１は、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１
＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１をコグニティブ基地局ＣＢＳ１へ送信するとと
もに、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１をコグニ
ティブアクセスポイントＣＡＰ１へ送信する。
【００８５】
　そして、コグニティブ基地局ＣＢＳ１のルーティング部４３は、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿
ＣＢＳ１＿Ｇ、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１
をテーブルＴＢ１に付加してテーブルＴＢ２を作成し、その作成したテーブルＴＢ２を情
報保持部４１に格納する。また、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１のルーティング
部４３は、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇ、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１＿Ｇおよ
びＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１をテーブルＴＢ１に付加してテーブルＴＢ２を作成し、
その作成したテーブルＴＢ２を情報保持部４１に格納する。
【００８６】
　コグニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１は、それぞ
れ、ケーブル１１０，１２０によってテーブルＴＢ２をコグニティブゲートウェイＣＧＷ
１へ送信する。
【００８７】
　コグニティブゲートウェイＣＧＷ１は、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇをケーブル
１３０を介してグローバルホームレジスタＧＨＲ１へ送信し、コグニティブゲートウェイ
ＣＧＷ２は、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ２＿Ｇをケーブル１４０を介してグローバルホ
ームレジスタＧＨＲ１へ送信し、グローバルホームレジスタＧＨＲ１は、ＩＰａｄｄｒｅ
ｓｓ＿ＣＧＷ２＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１をコグニティブゲートウェイＣ
ＧＷ１へ送信するとともに、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓ
ｓ＿ＧＨＲ１をコグニティブゲートウェイＣＧＷ２へ送信する。
【００８８】
　そして、コグニティブゲートウェイＣＧＷ１のルーティング部５３は、ＩＰａｄｄｒｅ
ｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇ、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ２＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿Ｇ
ＨＲ１をテーブルＴＢ２に付加してテーブルＴＢ３を作成し、その作成したテーブルＴＢ
３を情報保持部５１に格納する。また、グニティブゲートウェイＣＧＷ２のルーティング
部５３は、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇ、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ２＿Ｇおよ
びＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１をテーブルＴＢ２に付加してテーブルＴＢ３を作成し、
その作成したテーブルＴＢ３を情報保持部５１に格納する。
【００８９】
　グニティブゲートウェイＣＧＷ１，ＣＧＷ２の各々は、それぞれ、ケーブル１３０，１
４０によって、テーブルＴＢ３をグローバルホームレジスタＧＨＲ１へ送信する。そして
、グローバルホームレジスタＧＨＲ１は、他のネットワーク２００からＩＰａｄｄｒｅｓ
ｓ＿２００＿Ｇを受信する。そして、グローバルホームレジスタＧＨＲ１のルーティング
部６３は、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿２００＿Ｇを
テーブルＴＢ３に追加してテーブルＴＢ４を作成し、その作成したテーブルＴＢ４を情報
保持部６１に格納する。
【００９０】
　このようにして、テーブルＴＢ１～ＴＢ４は、作成され、それぞれ、情報保持部２２，
４１，５１，６１に格納される。
【００９１】
　図７は、パケットの分配および集約の方法を示す図である。なお、図７においては、図
１に示すコグニティブ端末ＣＡＴ１の切換部２４におけるパケットの分配および集約につ
いて説明する。また、無線通信部１１～１ｎの全てが無線通信を行なう無線通信部として
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選択されているものとする。
【００９２】
　切換部２４は、アプリケーション部２１から複数のパケットＰＫＴ１～ＰＫＴｎを順次
受けると、パケットＰＫＴ１を無線通信部１１へ分配し、パケットＰＫＴ２を無線通信部
１２へ分配し、パケットＰＫＴｎを無線通信部１ｎへ分配する。このように、切換部２４
は、アプリケーション部２１から受けた複数のパケットＰＫＴ１～ＰＫＴｎを各パケット
ＰＫＴ１～ＰＫＴｎの送信に適した無線通信部へ分配する（図７の（ａ）参照）。
【００９３】
　また、切換部２４は、無線通信部１１～１ｎからそれぞれパケットＰＫＴ１～ＰＫＴｎ
を受けると、その受けたパケットＰＫＴ１～ＰＫＴｎの順序をパケットＰＫＴ２、パケッ
トＰＫＴ１、・・・、パケットＰＫＴｎに配列し、その配列したパケットＰＫＴ２、パケ
ットＰＫＴ１、・・・、パケットＰＫＴｎをアプリケーション部２１へ順次出力する。こ
のように、切換部２４は、無線通信部１１～１ｎから受けた複数のパケットＰＫＴ１～Ｐ
ＫＴｎを所定の配列に集約する（図７の（ｂ）参照）。
【００９４】
　なお、図１に示すコグニティブ基地局ＣＢＳ１またはコグニティブアクセスポイントＣ
ＡＰ１の切換部４４は、図７の（ａ）に示す方法によってコグニティブゲートウェイＣＧ
Ｗ１から受信した複数のパケットを無線通信部３１～３ｎに分配し、図７の（ｂ）に示す
方法によって無線通信部３１～３ｎからの複数のパケットを集約する。
【００９５】
　また、図１に示すコグニティブゲートウェイＣＧＷ１のルータ５４は、図７の（ａ）に
示す方法によってグローバルホームレジスタＧＨＲ１から受信した複数のパケットをコグ
ニティブ基地局ＣＢＳ１またはコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１に分配し、図７の
（ｂ）に示す方法によってコグニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイ
ントＣＡＰ１から受信した複数のパケットを集約する。更に、図１に示すグローバルホー
ムレジスタＧＨＲ１のルータ６４は、図７の（ａ）に示す方法によって他のネットワーク
２００から受信した複数のパケットをコグニティブゲートウェイＣＧＷ１，ＣＧＷ２に分
配し、図７の（ｂ）に示す方法によってコグニティブゲートウェイＣＧＷ１，ＣＧＷ２か
ら受信した複数のパケットを集約する。
【００９６】
　［第１の通信方法］
　図８は、通信ネットワークシステム１００における通信方法の第１の例を示す図である
。また、図９は、図８に示す情報保持部２２，４１，５１，６１が保持するコグニティブ
情報を示す図である。更に、図１０は、パケットの例を示す図である。
【００９７】
　図８においては、コグニティブ端末ＣＡＴ１が他のネットワーク２００に含まれる端末
と通信を行なう場合について説明する。この場合、コグニティブ端末ＣＡＴ１は、２個の
無線通信部１１，１ｎを用いて通信を行なうものとする。また、情報保持部２２，４１，
５１，６１は、図９に示すコグニティブ情報ＣＧＩＦ１，ＣＧＩＦ２を保持するものとす
る。
【００９８】
　コグニティブ端末ＣＡＴ１の選択部２３は、情報保持部２２に保持されたコグニティブ
情報ＣＧＩＦ１（図９の（ａ）参照）を参照して、無線通信部１２～１ｎ－１の電波環境
が混んでおり、無線通信部１１，１ｎの電波環境が空いていることを検知し、コグニティ
ブ情報ＣＧＩＦ２（図９の（ｂ）参照）を参照して、コグニティブ基地局ＣＢＳ１の無線
通信部３２～３ｎ－１が混んでおり、無線通信部３１，３ｎが空いていることを検知する
。また、コグニティブ端末ＣＡＴ１の選択部２３は、アプリケーション部２１からデータ
の伝送速度からなる要求事項を受け、ａ［ｂｐｓ］およびｄ［ｂｐｓ］の伝送速度がアプ
リケーション部２１から要求された伝送速度を満たすことを確認する。
【００９９】
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　そして、コグニティブ端末ＣＡＴ１の選択部２３は、無線通信を行なう無線通信部とし
て無線通信部１１，１ｎを選択し、無線通信部１１，１ｎによって無線通信を行なうよう
に切換部２４を制御する。
【０１００】
　アプリケーション部２１は、データを含むパケットを生成し、その生成したパケットを
切換部２４へ出力する。切換部２４は、選択部２３からの制御に従って無線通信部１１，
１ｎを用いて無線通信することを検知する。そして、切換部２４は、アプリケーション部
２１からパケットを受けると、情報保持部２２に保持されたテーブルＴＢ１（図３参照）
を参照して、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１およびＩＰａ
ｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１を読み出し、その読み出したＩＰ
ａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿Ｒ
Ｆ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１を付加して無線通信部１１に分配するパケットＰＫ
Ｔ＿１１（図１０参照）を生成する。
【０１０１】
　また、切換部２４は、テーブルＴＢ１（図３参照）を参照して、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿
ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄ
ｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１を読み出し、その読み出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄ
ｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ
１を付加して無線通信部１ｎに分配するパケットＰＫＴ＿１ｎ（図１０参照）を生成する
。
【０１０２】
　切換部２４は、パケットＰＫＴ＿１１，ＰＫＴ＿１ｎを生成すると、その生成したパケ
ットＰＫＴ＿１１を無線通信部１１に分配し、パケットＰＫＴ＿１ｎを無線通信部１ｎに
分配する。
【０１０３】
　無線通信部１１は、切換部２４からパケットＰＫＴ＿１１を受けると、その受けたパケ
ットＰＫＴ＿１１をＡ帯域の周波数およびａ［ｂｐｓ］の伝送速度で無線通信によって無
線通信部３１へ送信する。また、無線通信部１ｎは、切換部２４からパケットＰＫＴ＿１
ｎを受けると、その受けたパケットＰＫＴ＿１ｎをＤ帯域の周波数およびｄ［ｂｐｓ］の
伝送速度で無線通信によって無線通信部３ｎへ送信する。
【０１０４】
　このように、コグニティブ端末ＣＡＴ１は、コグニティブ情報ＣＧＩＦ１に基づいて、
アプリケーション部２１の要求を満たす無線通信部１１，１ｎを選択し、その選択した無
線通信部１１，１ｎを用いてパケットをコグニティブ基地局ＣＢＳ１へ送信する。
【０１０５】
　コグニティブ基地局ＣＢＳ１の無線通信部３１は、無線通信部１１が無線通信によって
送信したパケットＰＫＴ＿１１を受信し、その受信したパケットＰＫＴ＿１１を切換部４
４へ出力する。また、無線通信部３ｎは、無線通信部１ｎが無線通信によって送信したパ
ケットＰＫＴ＿１ｎを受信し、その受信したパケットＰＫＴ＿１ｎを切換部４４へ出力す
る。
【０１０６】
　そして、切換部４４は、無線通信部３１から受けた複数のパケットＰＫＴ＿１１と、無
線通信部３ｎから受けた複数のパケットＰＫＴ＿１ｎとを所定の順序に配列して複数のパ
ケットＰＫＴ＿１１，ＰＫＴ＿１ｎを集約する。その後、切換部４４は、集約した複数の
パケットＰＫＴ＿１１，ＰＫＴ＿１ｎをルーティング部４３へ出力する。
【０１０７】
　ルーティング部４３は、複数のパケットＰＫＴ＿１１，ＰＫＴ＿１ｎを受けると、その
受けたパケットＰＫＴ＿１１，ＰＫＴ＿１ｎに含まれるＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／Ｉ
Ｐａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿
ＣＢＳ１を検出し、その検出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿Ｃ
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ＢＳ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１に対応するＩ
Ｐａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇと、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇに対応するＩＰ
ａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１とを情報保持部４１に保持されたテーブルＴＢ２（図４参照）
を参照して検出する。そして、ルーティング部４３は、その検出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ
＿ＣＢＳ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１を切換部４４へ出力する。このよう
に、ルーティング部４３は、コグニティブ端末ＣＡＴ１とコグニティブ基地局ＣＢＳ１と
の間で使用される複数のローカルＩＰアドレス（＝ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａ
ｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢ
Ｓ１）をコグニティブ基地局ＣＢＳ１とコグニティブゲートウェイＣＧＷ１との間で使用
される１個のグローバルＩＰアドレス（＝ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇ）に対応付
ける。
【０１０８】
　切換部４４は、ルーティング部４３からＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿ＧおよびＩＰ
ａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１を受けると、その受けたＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇお
よびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１をそれぞれ送信元のＩＰアドレスおよび送信先のＩＰ
アドレスとしてパケットＰＫＴ＿１１のＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓ
ｓ＿ＣＢＳ１およびパケットＰＫＴ＿１ｎのＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒ
ｅｓｓ＿ＣＢＳ１の代わりにパケットＰＫＴ＿１１，ＰＫＴ＿１ｎに設定してパケットＰ
ＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１（図１０参照）を生成し、その生成したパケット
ＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１をケーブル１１０を介してコグニティブゲート
ウェイＣＧＷ１へ送信する。
【０１０９】
　コグニティブゲートウェイＣＧＷ１のルータ５４は、ケーブル１１０を介してパケット
ＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１を受信し、その受信したパケットＰＫＴ＿１１
＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１をルーティング部５３へ出力する。
【０１１０】
　ルーティング部５３は、ルータ５４からパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿
Ｇ１を受けると、その受けたパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１に含まれ
るＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１を検出し、その検出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１
に対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇと、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇに
対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１とを情報保持部５１に保持されたテーブルＴＢ３
（図５参照）を参照して検出する。そして、ルーティング部５３は、その検出したＩＰａ
ｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１をルータ５４へ出力す
る。このように、ルーティング部５３は、コグニティブ基地局ＣＢＳ１とコグニティブゲ
ートウェイＣＧＷ１との間で使用されるローカルＩＰアドレス（＝ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿
ＣＧＷ１）をコグニティブゲートウェイＣＧＷ１とグローバルホームレジスタＧＨＲ１と
の間で使用される１個のグローバルＩＰアドレス（＝ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇ
）に対応付ける。
【０１１１】
　ルータ５４は、ルーティング部５３からＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿ＧおよびＩＰ
ａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１を受けると、その受けたＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇお
よびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１をそれぞれ送信元のＩＰアドレスおよび送信先のＩＰ
アドレスとしてパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１のＩＰａｄｄｒｅｓｓ
＿ＣＧＷ１｜ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇの代わりにパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１
，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１に設定してパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２（図
１０参照）を生成し、その生成したパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２を
ケーブル１３０を介してグローバルホームレジスタＧＨＲ１へ送信する。
【０１１２】
　グローバルホームレジスタＧＨＲ１のルータ６４は、ケーブル１３０を介してパケット
ＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２を受信し、その受信したパケットＰＫＴ＿１１
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＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２をルーティング部６３へ出力する。
【０１１３】
　ルーティング部６３は、ルータ６４からパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿
Ｇ２を受けると、その受けたパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２に含まれ
るＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１を検出し、その検出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１
に対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１＿Ｇと、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１＿Ｇに
対応する他のネットワーク２００のＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿２００＿Ｇとを情報保持部６１
に保持されたテーブルＴＢ４（図６参照）を参照して検出する。そして、ルーティング部
６３は、その検出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿２
００＿Ｇをルータ６４へ出力する。このように、ルーティング部６３は、コグニティブゲ
ートウェイＣＧＷ１とグローバルホームレジスタＧＨＲ１との間で使用されるローカルＩ
Ｐアドレス（＝ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１）をグローバルホームレジスタＧＨＲ１と
他のネットワーク２００との間で使用される１個のグローバルＩＰアドレス（＝ＩＰａｄ
ｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１＿Ｇ）に対応付ける。
【０１１４】
　ルータ６４は、ルーティング部６３からＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１＿ＧおよびＩＰ
ａｄｄｒｅｓｓ＿２００＿Ｇを受けると、その受けたＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１＿Ｇ
およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿２００＿Ｇをそれぞれ送信元のＩＰアドレスおよび送信先の
ＩＰアドレスとしてパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２のＩＰａｄｄｒｅ
ｓｓ＿ＧＨＲ１｜ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇの代わりにパケットＰＫＴ＿１１＿
Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２に設定してパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ３
（図１０参照）を生成し、その生成したパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ
３をケーブル１５０を介して他のネットワーク２００へ送信する。
【０１１５】
　これによって、コグニティブ端末ＣＡＴ１は、コグニティブ基地局ＣＢＳ１、コグニテ
ィブゲートウェイＣＧＷ１およびグローバルホームレジスタＧＨＲ１を介して他のネット
ワーク２００へパケットＰＫＴ１１，ＰＫＴ１ｎを送信できる。
【０１１６】
　その後、グローバルホームレジスタＧＨＲ１のルータ６４は、ケーブル１５０を介して
他のネットワーク２００からパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ３を受信し
、その受信したパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ３を選択部６２およびル
ーティング部６３へ出力する。
【０１１７】
　選択部６２は、ルータ６４からパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ３を受
けると、その受けたパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ３に含まれるＩＰａ
ｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１，ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／
ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１を参照して、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ＿１ｎ
＿Ｇ３をコグニティブ端末ＣＡＴ１へ送信することを検知する。
【０１１８】
　そして、選択部６２は、情報保持部６１に保持されたコグニティブ情報ＣＧＩＦ２（図
９の（ｂ）参照）を参照して、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ３をコグ
ニティブ端末ＣＡＴ１へ送信するのに適した無線通信部３１，３ｎを無線通信部３１～３
ｎから選択する。また、選択部６２は、情報保持部６１に保持されたテーブルＴＢ４（図
６参照）を参照して、選択した無線通信部３１，３ｎがコグニティブ基地局ＣＢＳ１に搭
載されていることを検知し、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ３をコグニ
ティブ基地局ＣＢＳ１へ送信するために、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ＿１ｎ＿
Ｇ３を全てコグニティブゲートウェイＣＧＷ１に分配するようにルータ６４を制御する。
更に、選択部６２は、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ３をコグニティブ
ゲートウェイＣＧＷ１に分配するときのＩＰアドレスの対応付けを行なうようにルーティ
ング部６３に指示を出力する。
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【０１１９】
　ルーティング部６３は、選択部６２からの指示に応じて、ルータ６４から受けたパケッ
トＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ３に含まれるＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿２００＿Ｇ
およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１＿Ｇを検出するとともに、その検出したＩＰａｄｄ
ｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１＿Ｇに対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１と、ＩＰａｄｄｒｅｓ
ｓ＿ＧＨＲ１に対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇとを情報保持部６１に保持さ
れたテーブルＴＢ４（図６参照）を参照して検出する。そして、ルーティング部６３は、
その検出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇを
ルータ６４へ出力する。
【０１２０】
　ルータ６４は、ルーティング部６３からＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１およびＩＰａｄ
ｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇを受けると、その受けたＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１および
ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇをそれぞれ送信元のＩＰアドレスおよび送信先のＩＰ
アドレスとしてパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ３のＩＰａｄｄｒｅｓｓ
＿２００＿Ｇ｜ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１＿Ｇの代わりにパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ
３，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ３に設定してパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２（
図１０参照）を生成する。
【０１２１】
　そして、ルータ６４は、選択部６２からの制御に従って、その生成したパケットＰＫＴ
＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２をケーブル１３０を介してコグニティブゲートウェイ
ＣＧＷ１に分配する。
【０１２２】
　コグニティブゲートウェイＣＧＷ１のルータ５４は、ケーブル１３０を介してグローバ
ルホームレジスタＧＨＲ１からパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２を受信
し、その受信したパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２を選択部５２および
ルーティング部５３へ出力する。
【０１２３】
　選択部５２は、ルータ５４からパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２を受
けると、その受けたパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２に含まれるＩＰａ
ｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１，ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／
ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１を参照して、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ
＿Ｇ２をコグニティブ端末ＣＡＴ１へ送信することを検知する。
【０１２４】
　そして、選択部５２は、情報保持部５１に保持されたコグニティブ情報ＣＧＩＦ２（図
９の（ｂ）参照）を参照して、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２をコグ
ニティブ端末ＣＡＴ１へ送信するのに適した無線通信部３１，３ｎを無線通信部３１～３
ｎから選択する。また、選択部５２は、情報保持部５１に保持されたテーブルＴＢ３（図
５参照）を参照して、選択した無線通信部３１，３ｎがコグニティブ基地局ＣＢＳ１に搭
載されていることを検知し、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２を全てコ
グニティブ基地局ＣＢＳ１に分配するようにルータ５４を制御する。更に、選択部５２は
、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２をコグニティブ基地局ＣＢＳ１に分
配するときのＩＰアドレスの対応付けを行なうようにルーティング部５３に指示を出力す
る。
【０１２５】
　ルーティング部５３は、選択部５２からの指示に応じて、ルータ５４から受けたパケッ
トＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２に含まれるＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１＿
ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇを検出するとともに、その検出したＩＰａｄ
ｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇに対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１と、ＩＰａｄｄｒｅ
ｓｓ＿ＣＧＷ１に対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇとを情報保持部５１に保持
されたテーブルＴＢ３（図５参照）を参照して検出する。そして、ルーティング部５３は
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、その検出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇ
をルータ５４へ出力する。
【０１２６】
　ルータ５４は、ルーティング部５３からＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１およびＩＰａｄ
ｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇを受けると、その受けたＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１および
ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇをそれぞれ送信元のＩＰアドレスおよび送信先のＩＰ
アドレスとしてパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２のＩＰａｄｄｒｅｓｓ
＿ＧＨＲ１｜ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇの代わりにパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２
，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２に設定してパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１（図
１０参照）を生成する。
【０１２７】
　そして、ルータ５４は、選択部５２からの制御に従って、その生成したパケットＰＫＴ
＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１をケーブル１１０を介してコグニティブ基地局ＣＢＳ
１に分配する。
【０１２８】
　コグニティブ基地局ＣＢＳ１の切換部４４は、ケーブル１１０を介してパケットＰＫＴ
＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１を受信し、その受信したパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１
，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１を選択部４２およびルーティング部４３へ出力する。
【０１２９】
　選択部４２は、切換部４４からパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１を受
けると、その受けたパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１に含まれるＩＰａ
ｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１，ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／
ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１を参照して、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ
＿Ｇ１をコグニティブ端末ＣＡＴ１へ送信することを検知する。
【０１３０】
　そして、選択部４２は、情報保持部４１に保持されたコグニティブ情報ＣＧＩＦ２（図
９の（ｂ）参照）を参照して、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１をコグ
ニティブ端末ＣＡＴ１へ送信するのに適した無線通信部３１，３ｎを無線通信部３１～３
ｎから選択する。また、選択部４２は、情報保持部４１に保持されたテーブルＴＢ２（図
４参照）を参照して、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１を無線通信部３１に分配し、パケット
ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１を無線通信部３ｎに分配するように切換器４４を制御する。更に、選
択部４２は、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１を無線通信部３１，３ｎ
に分配するときのＩＰアドレスの対応付けを行なうようにルーティング部４３に指示を出
力する。
【０１３１】
　ルーティング部４３は、選択部４２からの指示に応じて、切換部４４から受けたパケッ
トＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１に含まれるＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿
ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇを検出するとともに、その検出したＩＰａｄ
ｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇに対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ
＿ＣＢＳ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１を情報保
持部５１に保持されたテーブルＴＢ３（図４参照）を参照して検出するとともに、その検
出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１およびＩＰａｄｄｒ
ｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１がそれぞれパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１
，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１に含まれるＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿Ｃ
ＡＴ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１に対応するこ
とを情報保持部５１に保持されたテーブルＴＢ３（図４参照）を参照して検出する。そし
て、ルーティング部４３は、その検出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅ
ｓｓ＿ＣＢＳ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１を切
換部４４へ出力する。
【０１３２】
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　切換部４４は、ルーティング部４３からＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅ
ｓｓ＿ＣＢＳ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１を受
けると、その受けたＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１および
ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１を送信元のＩＰアドレスと
してパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１のＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１
｜ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇの代わりにパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿
１ｎ＿Ｇ１に設定してパケットＰＫＴ＿１１，ＰＫＴ＿１ｎ（図１０参照）を生成する。
【０１３３】
　そして、切換部４４は、選択部４２からの制御に従って、その生成したパケットＰＫＴ
＿１１を無線通信部３１に分配し、パケットＰＫＴ＿１ｎを無線通信部３ｎに分配する。
そして、無線通信部３１は、パケットＰＫＴ＿１１を無線通信によって無線通信部１１へ
送信し、無線通信部３ｎは、パケットＰＫＴ＿１ｎを無線通信によって無線通信部３ｎへ
送信する。
【０１３４】
　コグニティブ端末ＣＡＴ１の無線通信部１１は、無線通信によってパケットＰＫＴ＿１
１を受信し、その受信したパケットＰＫＴ＿１１を切換部２４へ出力する。また、無線通
信部１ｎは、無線通信によってパケットＰＫＴ＿１ｎを受信し、その受信したパケットＰ
ＫＴ＿１ｎを切換部２４へ出力する。
【０１３５】
　切換部２４は、無線通信部１１，１ｎから受けた複数のパケットＰＫＴ＿１１，ＰＫＴ
１ｎを所定の順序に配列して集約し、その集約したパケットＰＫＴ＿１１，ＰＫＴ＿１ｎ
をアプリケーション部２１へ出力する。
【０１３６】
　これによって、コグニティブ端末ＣＡＴ１は、他のネットワーク２００に存在する他の
端末と双方向の通信を行なう。
【０１３７】
　上述した通信においては、図８に示す情報保持部２２，４１，５１，６１は、同じコグ
ニティブ情報ＣＧＩＦ１，ＣＧＩＦ２を共有しており、選択部２３，４２，５２，６２は
、情報保持部２２，４１，５１，６１によって共有されたコグニティブ情報ＣＧＩＦ１，
ＣＧＩＦ２に基づいて、パケットＰＫＴ＿１１，ＰＫＴ＿１ｎ；ＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，Ｐ
ＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１；ＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２；ＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，Ｐ
ＫＴ＿１ｎ＿Ｇ３の分配および集約を行なう。即ち、選択部２３，４２，５２，６２は、
連携してパケットＰＫＴ＿１１，ＰＫＴ＿１ｎ；ＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ
１；ＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２；ＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ
３の分配および集約を行なう。
【０１３８】
　［第２の通信方法］
　図１１は、通信ネットワークシステム１００における通信方法の第２の例を示す図であ
る。また、図１２は、図１１に示す情報保持部２２，４１，５１，６１が保持するコグニ
ティブ情報を示す図である。更に、図１３は、パケットの例を示す他の図である。図１１
においては、コグニティブ端末ＣＡＴ１が他のネットワーク２００に含まれる端末とコグ
ニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１を介して通信を行
なう場合について説明する。この場合、コグニティブ端末ＣＡＴ１は、２個の無線通信部
１１，１ｎを用いて通信を行なうものとする。また、情報保持部２２，４１，５１，６１
は、図１２に示すコグニティブ情報ＣＧＩＦ３～ＣＧＩＦ５を保持するものとする。
【０１３９】
　コグニティブ端末ＣＡＴ１の選択部２３は、情報保持部２２に保持されたコグニティブ
情報ＣＧＩＦ３（図１２の（ａ）参照）を参照して、無線通信部１２～１ｎ－１の電波環
境が混んでおり、無線通信部１１，１ｎの電波環境が空いていることを検知し、コグニテ
ィブ情報ＣＧＩＦ４（図１２の（ｂ）参照）を参照して、コグニティブ基地局ＣＢＳ１の
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無線通信部３１が空いており、コグニティブ基地局ＣＢＳ１の無線通信部３２～３ｎが混
んでいることを検知し、更に、コグニティブ情報ＣＧＩＦ５（図１２の（ｃ）参照）を参
照して、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の無線通信部３１～３ｎ－１が混んでお
り、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の無線通信部３ｎが空いていることを検知す
る。また、コグニティブ端末ＣＡＴ１の選択部２３は、アプリケーション部２１からデー
タの伝送速度からなる要求事項を受け、ａ［ｂｐｓ］およびｄ［ｂｐｓ］の伝送速度がア
プリケーション部２１から要求された伝送速度を満たすことを確認する。
【０１４０】
　そして、コグニティブ端末ＣＡＴ１の選択部２３は、無線通信を行なう無線通信部とし
て無線通信部１１，１ｎを選択し、無線通信部１１，１ｎによって無線通信を行なうよう
に切換部２４を制御する。
【０１４１】
　アプリケーション部２１は、データを含むパケットを生成し、その生成したパケットを
切換部２４へ出力する。切換部２４は、選択部２３からの制御に従って無線通信部１１，
１ｎを用いて無線通信することを検知する。そして、切換部２４は、アプリケーション部
２１からパケットを受けると、情報保持部２２に保持されたテーブルＴＢ１（図３参照）
を参照して、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１およびＩＰａ
ｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１を読み出し、その読み出したＩＰ
ａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿Ｒ
Ｆ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１を付加して無線通信部１１に分配するパケットＰＫ
Ｔ＿１１（図１３参照）を生成する。
【０１４２】
　また、切換部２４は、テーブルＴＢ１（図３参照）を参照して、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿
ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄ
ｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１を読み出し、その読み出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄ
ｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ
１を付加して無線通信部１ｎに分配するパケットＰＫＴ＿１ｎ’（図１３参照）を生成す
る。
【０１４３】
　切換部２４は、パケットＰＫＴ＿１１，ＰＫＴ＿１ｎ’を生成すると、その生成したパ
ケットＰＫＴ＿１１を無線通信部１１に分配し、パケットＰＫＴ＿１ｎ’を無線通信部１
ｎに分配する。
【０１４４】
　無線通信部１１は、切換部２４からパケットＰＫＴ＿１１を受けると、その受けたパケ
ットＰＫＴ＿１１をＡ帯域の周波数およびａ［ｂｐｓ］の伝送速度で無線通信によってコ
グニティブ基地局ＣＢＳ１の無線通信部３１へ送信する。また、無線通信部１ｎは、切換
部２４からパケットＰＫＴ＿１ｎ’を受けると、その受けたパケットＰＫＴ＿１ｎ’をＤ
帯域の周波数およびｄ［ｂｐｓ］の伝送速度で無線通信によってコグニティブアクセスポ
イントＣＡＰ１の無線通信部３ｎへ送信する。
【０１４５】
　このように、コグニティブ端末ＣＡＴ１は、コグニティブ情報ＣＧＩＦ３～ＣＧＩＦ５
に基づいて、アプリケーション部２１の要求を満たす無線通信部１１，１ｎを選択し、そ
の選択した無線通信部１１，１ｎを用いてパケットＰＫＴ＿１１，ＰＫＴ＿１ｎ’をそれ
ぞれコグニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１へ送信す
る。
【０１４６】
　コグニティブ基地局ＣＢＳ１の無線通信部３１は、無線通信部１１が無線通信によって
送信したパケットＰＫＴ＿１１を受信し、その受信したパケットＰＫＴ＿１１を切換部４
４へ出力する。
【０１４７】
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　そして、コグニティブ基地局ＣＢＳ１の切換部４４は、無線通信部３１から受けた複数
のパケットＰＫＴ＿１１をそのままの順序に配列して複数のパケットＰＫＴ＿１１を集約
する。その後、コグニティブ端末ＣＡＴ１の切換部４４は、集約した複数のパケットＰＫ
Ｔ＿１１をルーティング部４３へ出力する。
【０１４８】
　コグニティブ基地局ＣＢＳ１のルーティング部４３は、複数のパケットＰＫＴ＿１１を
受けると、その受けたパケットＰＫＴ＿１１に含まれるＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／Ｉ
Ｐａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１を検出し、その検出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰ
ａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１に対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇと、ＩＰａｄｄ
ｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇに対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１とを情報保持部４１に
保持されたテーブルＴＢ２（図４参照）を参照して検出する。そして、コグニティブ基地
局ＣＢＳ１のルーティング部４３は、その検出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇお
よびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１を切換部４４へ出力する。
【０１４９】
　コグニティブ基地局ＣＢＳ１の切換部４４は、ルーティング部４３からＩＰａｄｄｒｅ
ｓｓ＿ＣＢＳ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１を受けると、その受けたＩＰａ
ｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１をそれぞれ送信元のＩ
Ｐアドレスおよび送信先のＩＰアドレスとしてパケットＰＫＴ＿１１のＩＰａｄｄｒｅｓ
ｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１の代わりにパケットＰＫＴ＿１１に設定して
パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１（図１３参照）を生成し、その生成したパケットＰＫＴ＿１
１＿Ｇ１をケーブル１１０を介してコグニティブゲートウェイＣＧＷ１へ送信する。
【０１５０】
　また、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の無線通信部３ｎは、無線通信部１ｎが
無線通信によって送信したパケットＰＫＴ＿１ｎ’を受信し、その受信したパケットＰＫ
Ｔ＿１ｎ’を切換部４４へ出力する。
【０１５１】
　そして、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の切換部４４は、無線通信部３ｎから
受けた複数のパケットＰＫＴ＿１ｎ’をそのままの順序に配列して複数のパケットＰＫＴ
＿１ｎ’を集約する。その後、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の切換部４４は、
集約した複数のパケットＰＫＴ＿１ｎ’をルーティング部４３へ出力する。
【０１５２】
　コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１のルーティング部４３は、複数のパケットＰＫ
Ｔ＿１ｎ’を受けると、その受けたパケットＰＫＴ＿１ｎ’に含まれるＩＰａｄｄｒｅｓ
ｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１に対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１＿
Ｇと、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１＿Ｇに対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１とを
情報保持部４１に保持されたテーブルＴＢ２（図４参照）を参照して検出する。そして、
コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１のルーティング部４３は、その検出したＩＰａｄ
ｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１を切換部４４へ出力する
。
【０１５３】
　コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の切換部４４は、ルーティング部４３からＩＰ
ａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１を受けると、その受
けたＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１をそれぞれ
送信元のＩＰアドレスおよび送信先のＩＰアドレスとしてパケットＰＫＴ＿１ｎ’のＩＰ
ａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１の代わりにパケットＰＫＴ＿１
ｎ’に設定してパケットＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１’（図１３参照）を生成し、その生成したパ
ケットＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１’をケーブル１２０を介してコグニティブゲートウェイＣＧＷ
１へ送信する。
【０１５４】
　コグニティブゲートウェイＣＧＷ１のルータ５４は、ケーブル１１０を介してパケット
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ＰＫＴ＿１１＿Ｇ１を受信し、ケーブル１２０を介してパケットＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１’を
受信し、その受信したパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１’をルーティン
グ部５３へ出力する。
【０１５５】
　ルーティング部５３は、ルータ５４からパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿
Ｇ１’を受けると、その受けたパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１’に含
まれるＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１を検出し、その検出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧ
Ｗ１に対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇと、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿
Ｇに対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１とを情報保持部５１に保持されたテーブルＴ
Ｂ３（図５参照）を参照して検出する。そして、ルーティング部５３は、その検出したＩ
Ｐａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１をルータ５４へ出
力する。
【０１５６】
　ルータ５４は、ルーティング部５３からＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿ＧおよびＩＰ
ａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１を受けると、その受けたＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇお
よびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１をそれぞれ送信元のＩＰアドレスおよび送信先のＩＰ
アドレスとしてパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１のＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１｜ＩＰａｄ
ｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇの代わりにパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１に設定してパケットＰ
ＫＴ＿１１＿Ｇ２（図１３参照）を生成する。また、ルータ５４は、ルーティング部５３
からＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１を受けると
、その受けたＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１を
それぞれ送信元のＩＰアドレスおよび送信先のＩＰアドレスとしてパケットＰＫＴ＿１１
＿Ｇ１’のＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１｜ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１＿Ｇの代わり
にパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１’に設定してパケットＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２（図１３参照）
を生成する。そして、ルータ５４は、その生成したパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ
＿１ｎ＿Ｇ２をケーブル１３０を介してグローバルホームレジスタＧＨＲ１へ送信する。
【０１５７】
　その後、グローバルホームレジスタＧＨＲ１は、第１の通信方法において説明した動作
に従ってパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ３（図１３参照）を生成し、そ
の生成したパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ３をケーブル１５０を介して
他のネットワーク２００へ送信する。
【０１５８】
　これによって、コグニティブ端末ＣＡＴ１は、コグニティブ基地局ＣＢＳ１、コグニテ
ィブアクセスポイントＣＡＰ１、コグニティブゲートウェイＣＧＷ１およびグローバルホ
ームレジスタＧＨＲ１を介して他のネットワーク２００へパケットＰＫＴ１１，ＰＫＴ１
ｎ’を送信できる。
【０１５９】
　その後、グローバルホームレジスタＧＨＲ１は、ケーブル１５０を介して他のネットワ
ーク２００からパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ３を受信し、第１の通信
方法において説明した動作に従って、その受信したパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ
＿１ｎ＿Ｇ３をパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２に変え、その変えたパ
ケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２を全てコグニティブゲートウェイＣＧＷ
１に分配する。
【０１６０】
　コグニティブゲートウェイＣＧＷ１のルータ５４は、ケーブル１３０を介してグローバ
ルホームレジスタＧＨＲ１からパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２を受信
し、その受信したパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２を選択部５２および
ルーティング部５３へ出力する。
【０１６１】
　選択部５２は、ルータ５４からパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２を受
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けると、その受けたパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２に含まれるＩＰａ
ｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１，ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／
ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１を参照して、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ
＿Ｇ２をコグニティブ端末ＣＡＴ１へ送信することを検知する。
【０１６２】
　そして、選択部５２は、情報保持部５１に保持されたコグニティブ情報ＣＧＩＦ４，Ｃ
ＧＩＦ５（図１２の（ｂ），（ｃ）参照）を参照して、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２をコ
グニティブ端末ＣＡＴ１へ送信するのに適した無線通信部３１をコグニティブ基地局ＣＢ
Ｓ１の無線通信部３１～３ｎから選択し、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２をコグニティブ端
末ＣＡＴ１へ送信するのに適した無線通信部３ｎをコグニティブアクセスポイントＣＡＰ
１の無線通信部３１～３ｎから選択する。
【０１６３】
　また、選択部５２は、情報保持部５１に保持されたテーブルＴＢ３（図５参照）を参照
して、選択した無線通信部３１がコグニティブ基地局ＣＢＳ１に搭載され、選択した無線
通信部３ｎがコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１に搭載されていることを検知し、パ
ケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２をそれぞれコグニティブ基地局ＣＢＳ１
およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１に分配するようにルータ５４を制御する。
更に、選択部５２は、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２をそれぞれコグ
ニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１に分配するときの
ＩＰアドレスの対応付けを行なうようにルーティング部５３に指示を出力する。
【０１６４】
　ルーティング部５３は、選択部５２からの指示に応じて、ルータ５４から受けたパケッ
トＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２に含まれるＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１＿
ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇを検出するとともに、その検出したＩＰａｄ
ｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇに対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１と、ＩＰａｄｄｒｅ
ｓｓ＿ＣＧＷ１に対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ
＿ＣＡＰ１＿Ｇとを情報保持部５１に保持されたテーブルＴＢ３（図５参照）を参照して
検出する。そして、ルーティング部５３は、その検出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１
、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１＿Ｇをルータ
５４へ出力する。
【０１６５】
　ルータ５４は、ルーティング部５３からＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１、ＩＰａｄｄｒ
ｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１＿Ｇを受けると、その受けた
ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇをそれぞれ送信
元のＩＰアドレスおよび送信先のＩＰアドレスとしてパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ２のＩＰ
ａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１｜ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇの代わりにパケットＰＫ
Ｔ＿１１＿Ｇ２に設定してパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１（図１３参照）を生成し、ＩＰａ
ｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１＿Ｇをそれぞれ送信元のＩ
Ｐアドレスおよび送信先のＩＰアドレスとしてパケットＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２のＩＰａｄｄ
ｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１｜ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿Ｇの代わりにパケットＰＫＴ＿１
ｎ＿Ｇ２に設定してパケットＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１’（図１３参照）を生成する。
【０１６６】
　そして、ルータ５４は、選択部５２からの制御に従って、その生成したパケットＰＫＴ
＿１１＿Ｇ１をケーブル１１０を介してコグニティブ基地局ＣＢＳ１に分配し、その生成
したパケットＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１’をケーブル１２０を介してコグニティブアクセスポイ
ントＣＡＰ１に分配する。
【０１６７】
　コグニティブ基地局ＣＢＳ１の切換部４４は、ケーブル１１０を介してパケットＰＫＴ
＿１１＿Ｇ１を受信し、その受信したパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１を選択部４２およびル
ーティング部４３へ出力する。
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【０１６８】
　コグニティブ基地局ＣＢＳ１の選択部４２は、切換部４４からパケットＰＫＴ＿１１＿
Ｇ１を受けると、その受けたパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１に含まれるＩＰａｄｄｒｅｓｓ
＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１を参照して、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１をコ
グニティブ端末ＣＡＴ１へ送信することを検知する。
【０１６９】
　そして、コグニティブ基地局ＣＢＳ１の選択部４２は、情報保持部４１に保持されたコ
グニティブ情報ＣＧＩＦ４（図１２の（ｂ）参照）を参照して、パケットＰＫＴ＿１１＿
Ｇ１をコグニティブ端末ＣＡＴ１へ送信するのに適した無線通信部３１を無線通信部３１
～３ｎから選択する。また、コグニティブ基地局ＣＢＳ１の選択部４２は、情報保持部４
１に保持されたテーブルＴＢ２（図４参照）を参照して、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１を
無線通信部３１に分配するように切換器４４を制御する。更に、コグニティブ基地局ＣＢ
Ｓ１の選択部４２は、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１を無線通信部３１に分配するときのＩ
Ｐアドレスの対応付けを行なうようにルーティング部４３に指示を出力する。
【０１７０】
　コグニティブ基地局ＣＢＳ１のルーティング部４３は、選択部４２からの指示に応じて
、切換部４４から受けたパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１に含まれるＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿Ｃ
ＧＷ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇを検出するとともに、その検出した
ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇに対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄ
ｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１を情報保持部５１に保持されたテーブルＴＢ３（図４参照）を参照し
て検出するとともに、その検出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿
ＣＢＳ１がパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１に含まれるＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａ
ｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１に対応することを情報保持部５１に保持されたテーブルＴＢ３（
図４参照）を参照して検出する。そして、コグニティブ基地局ＣＢＳ１のルーティング部
４３は、その検出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１を切
換部４４へ出力する。
【０１７１】
　コグニティブ基地局ＣＢＳ１の切換部４４は、ルーティング部４３からＩＰａｄｄｒｅ
ｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１を受けると、その受けたＩＰａｄｄｒｅｓ
ｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１を送信元のＩＰアドレスとしてパケットＰＫ
Ｔ＿１１＿Ｇ１のＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１｜ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿Ｇの
代わりにパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１に設定してパケットＰＫＴ＿１１（図１３参照）を
生成する。
【０１７２】
　そして、コグニティブ基地局ＣＢＳ１の切換部４４は、選択部４２からの制御に従って
、その生成したパケットＰＫＴ＿１１を無線通信部３１に分配し、無線通信部３１は、パ
ケットＰＫＴ＿１１を無線通信によって無線通信部１１へ送信する。
【０１７３】
　また、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の切換部４４は、ケーブル１２０を介し
てパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１’を受信し、その受信したパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１’
を選択部４２およびルーティング部４３へ出力する。
【０１７４】
　コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の選択部４２は、切換部４４からパケットＰＫ
Ｔ＿１１＿Ｇ１’を受けると、その受けたパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１’に含まれるＩＰ
ａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１を参照して、パケットＰＫＴ＿
１１＿Ｇ１’をコグニティブ端末ＣＡＴ１へ送信することを検知する。
【０１７５】
　そして、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の選択部４２は、情報保持部４１に保
持されたコグニティブ情報ＣＧＩＦ５（図１３の（ｃ）参照）を参照して、パケットＰＫ
Ｔ＿１１＿Ｇ１’をコグニティブ端末ＣＡＴ１へ送信するのに適した無線通信部３ｎを無
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線通信部３１～３ｎから選択する。また、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の選択
部４２は、情報保持部４１に保持されたテーブルＴＢ２（図４参照）を参照して、パケッ
トＰＫＴ＿１１＿Ｇ１’を無線通信部３ｎに分配するように切換器４４を制御する。更に
、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の選択部４２は、パケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１
’を無線通信部３ｎに分配するときのＩＰアドレスの対応付けを行なうようにルーティン
グ部４３に指示を出力する。
【０１７６】
　コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１のルーティング部４３は、選択部４２からの指
示に応じて、切換部４４から受けたパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１’に含まれるＩＰａｄｄ
ｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１＿Ｇを検出するとともに、
その検出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１＿Ｇに対応するＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ
／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１を情報保持部５１に保持されたテーブルＴＢ３（図４参
照）を参照して検出するとともに、その検出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄ
ｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１がパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１’に含まれるＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿
ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１に対応することを情報保持部５１に保持されたテ
ーブルＴＢ３（図４参照）を参照して検出する。そして、コグニティブアクセスポイント
ＣＡＰ１のルーティング部４３は、その検出したＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄ
ｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１を切換部４４へ出力する。
【０１７７】
　コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の切換部４４は、ルーティング部４３からＩＰ
ａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１を受けると、その受けたＩＰａ
ｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１を送信元のＩＰアドレスとしてパ
ケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１’のＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１｜ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿Ｃ
ＡＰ１＿Ｇの代わりにパケットＰＫＴ＿１１＿Ｇ１’に設定してパケットＰＫＴ＿１ｎ’
（図１３参照）を生成する。
【０１７８】
　そして、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の切換部４４は、選択部４２からの制
御に従って、その生成したパケットＰＫＴ＿１ｎ’を無線通信部３ｎに分配し、無線通信
部３ｎは、パケットＰＫＴ＿１ｎ’を無線通信によって無線通信部１ｎへ送信する。
【０１７９】
　コグニティブ端末ＣＡＴ１の無線通信部１１は、無線通信によってパケットＰＫＴ＿１
１を受信し、その受信したパケットＰＫＴ＿１１を切換部２４へ出力する。また、無線通
信部１ｎは、無線通信によってパケットＰＫＴ＿１ｎ’を受信し、その受信したパケット
ＰＫＴ＿１ｎを切換部２４へ出力する。
【０１８０】
　切換部２４は、無線通信部１１，１ｎから受けた複数のパケットＰＫＴ＿１１，ＰＫＴ
１ｎ’を所定の順序に配列して集約し、その集約したパケットＰＫＴ＿１１，ＰＫＴ＿１
ｎ’をアプリケーション部２１へ出力する。
【０１８１】
　これによって、コグニティブ端末ＣＡＴ１は、他のネットワーク２００に存在する他の
端末とコグニティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１を介し
て双方向の通信を行なう。
【０１８２】
　上述した通信においては、図１１に示す情報保持部２２，４１，５１，６１は、同じコ
グニティブ情報ＣＧＩＦ３～ＣＧＩＦ５を共有しており、選択部２３，４２，５２，６２
は、情報保持部２２，４１，５１，６１によって共有されたコグニティブ情報ＣＧＩＦ３
～ＣＧＩＦ５に基づいて、パケットＰＫＴ＿１１，ＰＫＴ＿１ｎ’；ＰＫＴ＿１１＿Ｇ１
，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ１’；ＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２；ＰＫＴ＿１１＿Ｇ
３，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ３の分配および集約を行なう。即ち、選択部２３，４２，５２，６
２は、連携してパケットＰＫＴ＿１１，ＰＫＴ＿１ｎ’；ＰＫＴ＿１１＿Ｇ１，ＰＫＴ＿
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１ｎ＿Ｇ１’；ＰＫＴ＿１１＿Ｇ２，ＰＫＴ＿１ｎ＿Ｇ２；ＰＫＴ＿１１＿Ｇ３，ＰＫＴ
＿１ｎ＿Ｇ３の分配および集約を行なう。
【０１８３】
　［第３の通信方法］
　図１４は、通信ネットシステム１００における通信方法の第３の例を示す図である。図
１５は、端末層と、基地局／アクセスポイント層との対応関係を示す他の図である。図１
６は、端末層、基地局／アクセスポイント層およびゲートウェイ層の相互の対応関係を示
す他の図である。図１７は、端末層、基地局／アクセスポイント層、ゲートウェイ層およ
びホームレジスタ層の相互の対応関係を示す更に他の図である。図１８は、端末層、基地
局／アクセスポイント層、ゲートウェイ層およびホームレジスタ層の相互の対応関係を示
す更に他の図である。
【０１８４】
　通信ネットシステム１００における第３の通信方法は、コグニティブ端末ＣＡＴ１が、
最初、コグニティブ基地局ＣＢＳ１を介して通信を行なっていた状態からコグニティブア
クセスポイントＣＡＰ１を介して通信を行なう状態へ移動して他のネットワーク２００に
含まれる端末と通信を行なう方法である。
【０１８５】
　コグニティブ端末ＣＡＴ１がコグニティブ基地局ＣＢＳ１を介して通信を行なっている
場合、情報保持部２２，４１，５１，６１は、それぞれ、テーブルＴＢ１，ＴＢ２，ＴＢ
３，ＴＢ４を保持している。
【０１８６】
　その後、コグニティブ端末ＣＡＴ１がコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１を介して
通信を行なう位置へ移動すると、コグニティブ端末ＣＡＴ１は、無線通信部１１～１ｎの
ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１～ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿Ｒ
Ｆｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１をコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１へ送信す
る。そして、コグニティブ端末ＣＡＴ１の選択部２３は、情報保持部２２に保持されたテ
ーブルＴＢ１をテーブルＴＢ５（図１５参照）に更新し、その更新したテーブルＴＢ５を
情報保持部２２に格納する。
【０１８７】
　また、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１のルーティング部４３は、コグニティブ
端末ＣＡＴ１からＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１～ＩＰａ
ｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１を受信すると、その受信したＩＰ
ａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１～ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦｎ
／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＴ１に基づいて、情報保持部４１に保持されたテーブルＴＢ
２をテーブルＴＢ６（図１６参照）に更新し、その更新したテーブルＴＢ６を情報保持部
４１に格納する。そして、コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１の切換部４４は、ルー
ティング部４３が更新したテーブルＴＢ６をケーブル１２０を介してコグニティブゲート
ウェイＣＧＷ１へ送信する。
【０１８８】
　更に、コグニティブゲートウェイＣＧＷ１のルータ５４は、コグニティブアクセスポイ
ントＣＡＰ１からテーブルＴＢ６を受信すると、その受信したテーブルＴＢ６をルーティ
ング部５３へ出力する。そして、コグニティブゲートウェイＣＧＷ１のルーティング部５
３は、テーブルＴＢ６に基づいて、情報保持部５１に保持されたテーブルＴＢ３をテーブ
ルＴＢ７（図１７参照）に更新し、その更新したテーブルＴＢ７を情報保持部５１に格納
する。そして、コグニティブゲートウェイＣＧＷ１のルータ５４は、ルーティング部５３
が更新したテーブルＴＢ７をケーブル１３０を介してグローバルホームレジスタＧＨＲ１
へ送信する。
【０１８９】
　更に、グローバルホームレジスタＧＨＲ１のルータ６４は、コグニティブゲートウェイ
ＣＧＷ１からテーブルＴＢ７を受信すると、その受信したテーブルＴＢ７をルーティング
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部６３へ出力する。そして、グローバルホームレジスタＧＨＲ１のルーティング部６３は
、テーブルＴＢ７に基づいて、情報保持部６１に保持されたテーブルＴＢ４をテーブルＴ
Ｂ８（図１８参照）に更新し、その更新したテーブルＴＢ８を情報保持部５１に格納する
。
【０１９０】
　その後、コグニティブ端末ＣＡＴ１は、上述した第１の通信方法によってコグニティブ
アクセスポイントＣＡＰ１を介して無線通信部１１，１ｎを用いて他のネットワーク２０
０に存在する端末と通信を行なう。この場合、第１の通信方法の説明における“コグニテ
ィブ基地局ＣＢＳ１”を“コグニティブアクセスポイントＣＡＰ１”に読み替え、“ケー
ブル１１０”を“ケーブル１２０”に読み替えればよい。その他は、上述したとおりであ
る。
【０１９１】
　上述した第１から第３の通信方法のいずれかによって通信を行なうことにより、コグニ
ティブ端末ＣＡＴ１，ＣＡＴ２は、自己の周囲の電波環境を認識し、その認識した電波環
境に適した複数の回線を選択してアプリケーションの要求事項を満たすように他のネット
ワーク２００に存在する端末と通信を行なう。従って、この発明によれば、無線リソース
を十分に利用してコグニティブ無線を行なうことができる。
【０１９２】
　この発明においては、無線通信部１１～１ｎ（または無線通信部３１～３ｎ）は、相互
に異なる無線通信方式を用いて１以上の周波数で無線通信を行なうので、無線通信部１１
～１ｎ（または無線通信部３１～３ｎ）の少なくとも１つの無線通信部を用いて２以上の
周波数によって無線通信を行なうことは、複数の無線通信方式のうちの少なくとも１つの
無線通信方式を用いて２以上の回線によって無線通信を行なうことに相当する。
【０１９３】
　また、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＲＦ１／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１～ＩＰａｄｄｒｅ
ｓｓ＿ＲＦｎ／ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１は、「ｉ（ｉは２以上の整数）個のローカ
ルアドレス」を構成する。
【０１９４】
　更に、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＢＳ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＡＰ１＿Ｇ（
またはＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１およびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ２）は、「ｊ（
ｊは正の整数）個の第１のグローバルアドレス」を構成する。
【０１９５】
　更に、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ１＿ＧおよびＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＣＧＷ２＿Ｇ（
またはＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１）は、「ｋ（ｋは正の整数）個の第２のグローバル
アドレス」を構成し、ＩＰａｄｄｒｅｓｓ＿ＧＨＲ１＿Ｇは、「第３のグローバルアドレ
ス」を構成する。
【０１９６】
　更に、コグニティブ端末ＣＡＴ１，ＣＡＴ２は、「複数の無線装置」を構成し、コグニ
ティブ基地局ＣＢＳ１およびコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１は、「複数の第１の
通信装置」を構成する。
【０１９７】
　更に、コグニティブゲートウェイＣＧＷ１，ＣＧＷ２は、「複数の第２の通信装置」を
構成し、グローバルホームレジスタＧＨＲ１は、「第３の通信装置」を構成する。
【０１９８】
　更に、無線通信部１１～１ｎは、「複数の第１の無線通信部」を構成し、情報保持部２
２は、「第１の情報保持部」を構成し、選択部２３は、「第１の選択部」を構成し、切換
部２４は、「第１の切換部」を構成する。
【０１９９】
　更に、無線通信部３１～３ｎは、「複数の第２の無線通信部」を構成し、情報保持部４
１は、「第２の情報保持部」を構成し、選択部４３は、「第２の選択部」を構成し、切換
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部４４は、「第２の切換部」を構成する。
【０２００】
　更に、情報保持部５１は、「第３の情報保持部」を構成し、選択部５３は、「第３の選
択部」を構成し、ルータ５４は、「第３の切換部」を構成する。
【０２０１】
　更に、情報保持部６１は、「第４の情報保持部」を構成し、選択部６３は、「第４の選
択部」を構成し、ルータ６４は、「第４の切換部」を構成する。
【０２０２】
　なお、上記においては、コグニティブ端末ＣＡＴ１は、２つの無線通信部１１，１ｎに
よって無線通信を行なうと説明したが、この発明においては、これに限らず、コグニティ
ブ端末ＣＡＴ１は、無線通信部１１～１ｎのうち、少なくとも１つの無線通信部を用いて
２以上の回線により無線通信を行なえばよい。
【０２０３】
　また、上記においては、コグニティブ端末ＣＡＴ１は、コグニティブ基地局ＣＢＳ１ま
たはコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１に直接アクセスして他のネットワーク２００
に存在する端末と通信を行なうと説明したが、この発明においては、これに限らず、コグ
ニティブ端末ＣＡＴ１は、コグニティブ端末ＣＡＴ２を介してコグニティブアクセスポイ
ントＣＡＰ１にアクセスし、他のネットワーク２００に存在する端末と通信を行なうよう
にしてもよい。
【０２０４】
　更に、上記においては、アプリケーションの要求事項として伝送速度を用いたが、この
発明においては、これに限らず、アプリケーションの要求事項として無線通信の周波数帯
域および通信の遅延時間等の伝送速度以外の要素を用いてもよい。アプリケーションの要
求事項として周波数帯域を用いる場合、アプリケーションは、広帯域でパケットを送信す
ることを要求し、または狭帯域でパケットを送信することを要求する。
【０２０５】
　更に、上記においては、ＩＰドメイン１，２の各々は、１個のコグニティブ基地局ＣＢ
Ｓ１または１個のコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１を含むと説明したが、この発明
においては、これに限らず、ＩＰドメイン１，２の各々は、複数のコグニティブ基地局Ｃ
ＢＳ１および／または複数のコグニティブアクセスポイントＣＡＰ１を含んでいてもよい
。そして、複数のコグニティブ基地局ＣＢＳ１および／または複数のコグニティブアクセ
スポイントＣＡＰ１は、少なくとも２以上のＩＰドメインに配置されていればよい。
【０２０６】
　更に、コグニティブ情報は、電波環境、周波数帯域および伝送速度の要素に限らず、こ
れら以外の要素も加えてコグニティブ情報を構成するようにしてもよい。
【０２０７】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は、上記した実施の形態の説明ではなくて特許請求の範囲
によって示され、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれる
ことが意図される。
【産業上の利用可能性】
【０２０８】
　この発明には、コグニティブ無線を実現可能な通信ネットワークシステムに適用される
。また、この発明は、無線リソースを十分に利用してコグニティブ無線による通信を行な
う通信ネットワークシステムに適用される。
【図面の簡単な説明】
【０２０９】
【図１】この発明の実施の形態による通信ネットワークシステムの概略図である。
【図２】コグニティブ情報を示す図である。
【図３】端末層と、基地局／アクセスポイント層との対応関係を示す図である。
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【図４】端末層、基地局／アクセスポイント層およびゲートウェイ層の相互の対応関係を
示す図である。
【図５】端末層、基地局／アクセスポイント層、ゲートウェイ層およびホームレジスタ層
の相互の対応関係を示す図である。
【図６】端末層、基地局／アクセスポイント層、ゲートウェイ層およびホームレジスタ層
の相互の対応関係を示す他の図である。
【図７】パケットの分配および集約の方法を示す図である。
【図８】通信ネットワークシステムにおける通信方法の第１の例を示す図である。
【図９】図８に示す情報保持部が保持するコグニティブ情報を示す図である。
【図１０】パケットの例を示す図である。
【図１１】通信ネットワークシステムにおける通信方法の第２の例を示す図である。
【図１２】図１１に示す情報保持部が保持するコグニティブ情報を示す図である。
【図１３】パケットの例を示す他の図である。
【図１４】通信ネットワークシステムにおける通信方法の第３の例を示す図である。
【図１５】端末層と、基地局／アクセスポイント層との対応関係を示す他の図である。
【図１６】端末層、基地局／アクセスポイント層およびゲートウェイ層の相互の対応関係
を示す他の図である。
【図１７】端末層、基地局／アクセスポイント層、ゲートウェイ層およびホームレジスタ
層の相互の対応関係を示す更に他の図である。
【図１８】端末層、基地局／アクセスポイント層、ゲートウェイ層およびホームレジスタ
層の相互の対応関係を示す更に他の図である。
【符号の説明】
【０２１０】
　１１～１ｎ，３１～３ｎ　無線通信部、２１　アプリケーション部、２２，４１，５１
，６１　情報保持部、２３，４２，５２，６２　選択部、２４，４４　切換部、５４，６
４　ルータ、１００　通信ネットワークシステム、１１０，１２０，１３０，１４０，１
５０　ケーブル、２００　他のネットワーク、ＣＡＴ１，ＣＡＴ２　コグニティブ端末、
ＣＢＳ１　コグニティブ基地局、ＣＡＰ１　コグニティブアクセスポイント、ＣＧＷ１，
ＣＧＷ２　コグニティブゲートウェイ、ＧＨＲ１　グローバルホームレジスタ、ＣＧＩＦ
，ＣＧＩＦ１～ＣＧＩＦ５　コグニティブ情報、ＴＢ１～ＴＢ８　テーブル。
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